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ー
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ド
２
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春
夏

秋
冬

FEEL JAPAN NOW

﹁
大
内
宿
の
秋
﹂

　

福
島
県
の
﹁
大
内
宿
︵
お
お
う
ち
じ
ゅ
く
︶﹂
は
、﹁
下
野

街
道
と
呼
ば
れ
た
会
津
と
日
光
を
結
ぶ
街
道
で
、
江
戸
へ
向

か
う
大
名
や
旅
人
の
宿
駅
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
栄

え
た
そ
う
で
す
。
30
軒
以
上
の
か
や
ぶ
き
屋
根
の
民
家
が
幅

広
い
道
の
両
脇
に
並
ぶ
様
子
は
珍
し
く
、
情
緒
あ
ふ
れ
る
景

観
は
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
半
が
江
戸
時
代
か
ら
の
建
物
で
、
古
い
の
で
は
４
０
０

年
に
も
な
る
そ
う
で
、
家
並
を
見
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
、

ま
る
で
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
錯

覚
に
な
り
ま
す
。
道
の
両
脇
に
は
山
か
ら
の
清
ら
か
な
自
然

水
が
流
れ
て
い
て
、
水
に
手
を
入
れ
る
と
冷
た
く
秋
空
の
新

鮮
な
空
気
も
あ
い
ま
っ
て
身
も
心
も
癒
さ
れ
ま
す
。
名
物
の

﹁
ね
ぎ
蕎
麦
﹂
は
ぜ
ひ
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
食
べ

方
だ
が
、
太
い
一
本
の
白
ね
ぎ
を
箸
代
わ
り
に
し
て
先
端
で

蕎
麦
を
た
ぐ
り
寄
せ
る
よ
う
に
し
て
、
そ
ば
を
す
く
っ
て
食

べ
、
口
に
入
れ
た
ら
そ
の
ま
ま
ね
ぎ
を
か
じ
り
、
薬
味
と
し

て
一
緒
に
食
べ
る
と
い
う
面
白
い
も
の
だ
。
歴
史
を
重
ね
て

き
た
家
の
内
部
や
囲
炉
裏
端
か
ら
眺
め
る
外
の
紅
葉
の
色
と

り
ど
り
の
木
々
に
包
ま
れ
る
素
晴
ら
し
い
景
色
を
鑑
賞
す
る

こ
と
が
出
来
て
大
内
宿
を
満
喫
。

　
　
　

　(

く
ぼ
・
し
ゅ
う
／
切
り
絵
画
家
、
東
京
都
在
住
︶

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
在
留
邦
人

の
犯
罪
被
害
が
相
次
い
で
起
こ

っ
て
い
る
。
10
月
５
日
夕
方
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
34
丁
目
と
35
丁
目
の
間
、

通
称
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
と
呼
ば
れ

る
繁
華
街
の
路
上
で
、
歩
道
を

歩
い
て
い
た
日
本
人
女
性
が
、

何
者
か
に
急
に
背
後
か
ら
強
く

押
さ
れ
て
転
倒
し
、
複
数
人
か

ら
上
着
の
内
ポ
ケ
ッ
ト
を
探
ら

れ
、
貴
重
品
を
強
奪
さ
れ
る
事

件
が
発
生
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
総
領
事
館
に
よ
る
と
、

被
害
者
は
軽
傷
で
済
ん
だ
が
病

院
に
運
ば
れ
、
ま
た
後
か
ら
自

分
の
銀
行
口
座
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
︵
自
動
現
金
預

払
機
︶
で
現
金
が
引
き
出
さ
れ

て
い
た
と
い
う
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
は
さ
る
９
月
27
日
︵
日
︶

夕
方
に
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住

の
日
本
人
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
ハ
ー

レ
ム
１
３
５
丁
目
の
地
下
鉄
Ｂ

線
と
Ｅ
線
が
通
過
す
る
駅
構
内

で
、
改
札
で
男
女
８
人
組
か
ら

通
せ
ん
ぼ
さ
れ
、
改
札
を
通
っ

た
と
こ
ろ
女
性
か
ら
﹁
ぶ
つ
か

っ
た
﹂
と
因
縁
を
つ
け
ら
れ
、

グ
ル
ー
プ
か
ら
殴
ら
れ
る
な
ど

の
暴
行
を
受
け
て
病
院
に
搬
送

さ
れ
て
い
る
︵
本
紙
10
月
10
日

号
既
報
︶。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
察
︵
Ｎ

Ｙ
Ｐ
Ｄ
︶
に
よ
る
と
、
今
年
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
南
部
パ
ト
ロ
ー

ル
地
区
︵
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

以
南
︶
で
は
10
月
11
日
現
在
で

強
盗
事
件
が
９
１
３
件
発
生
し

て
い
る
。
こ
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
で

経
済
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
影
響
等

で
昨
年
同
期
よ
り
も
約
４
％
の

減
少
し
た
が
、
直
近
の
１
か
月

間
で
は
む
し
ろ
約
14
％
の
増
加

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
コ
リ
ア

タ
ウ
ン
を
含
む
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン

の
商
業
地
域
で
は
従
来
か
ら
観

光
客
を
狙
う
ス
リ
や
強
盗
事
件

が
多
く
発
生
し
て
い
る
。

　

な
お
暴
力
犯
罪
や
拳
銃
発
砲

事
件
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
各

地
で
発
生
し
て
お
り
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
犯
罪
マ
ッ

プ
︵https://w

w
w

.ny
.us.

em
b-japan

.g
o.jp/jp/j5/

index.htm
l

︶
を
公
表
し
て

い
る
。
総
領
事
館
で
は
﹁
こ
の

よ
う
な
情
報
も
参
考
に
し
な
が

ら
犯
罪
率
の
高
い
地
域
に
外
出

す
る
必
要
が
あ
る
際
に
は
十
分

に
警
戒
を
し
て
ほ
し
い
。
事
件

が
発
生
し
た
場
合
に
は
現
場
付

近
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
す

る
、
夜
間
の
外
出
や
人
通
り
の

少
な
い
道
は
避
け
る
、
不
審
な

人
物
に
は
近
づ
か
な
い
な
ど
安

全
を
確
保
す
る
よ
う
に
﹂
と
呼

び
か
け
て
い
る
。　

　

緊
急
時
に
は
﹁
９
１
１
﹂
を

ダ
イ
ヤ
ル
し
︵
公
衆
電
話
で
は

コ
イ
ン
不
要
︶、
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
に
緊
急
事
態
の
場
所
と
内

容
︵
警
察
・
消
防
・
病
院
の

別
︶
を
告
げ
る
。
英
語
で
説
明

で
き
な
い
時
に
は
﹁
ジ
ャ
パ
ニ

ー
ズ
・
プ
リ
ー
ズ
﹂
と
告
げ
れ

ば
、
日
本
語
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を

介
し
て
の
通
話
が
可
能
。
緊
急

時
以
外
に
は
﹁
９
１
１
﹂
で
は

な
く
管
轄
の
警
察
署
へ
直
接
連

絡
。 

ま
た
総
領
事
館
へ
の
通

報
も
呼
び
か
け
て
い
る
。
思
わ

ぬ
事
態
に
遭
遇
し
て
困
っ
て
い

る
人
は
、
総
領
事
館
の
﹁
邦
人

援
護
担
当
官
﹂
へ
連
絡
す
る
こ

と
。
週
末
・
休
日
は
緊
急
時
の

た
め
の
24
時
間
対
応
可
能
な
電

話
シ
ス
テ
ム
︵
日
本
語
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
対
応
︶
も
導
入
し
て
い

る
。

 

○
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領

事
館
へ
の
連
絡
・
通
報
は
電
話

２
１
２
・
３
７
１
・
８
２
２
２
。

　

弁
護
士
に
関
す
る
情
報
は
次

の
リ
ン
ク
か
ら
閲
覧
で
き
る
。

h
ttp

://w
w

w
.n

y
.u

s
.

em
b

-japan
.g

o.jp/jp/l/
bengoshi_list.htm

l

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館

在
留
邦
人
に
警
戒
呼
び
か
け
る

日
本
人
被
害
相
次
ぐ

地
下
鉄
や
路
上
犯
罪
で
暴
行
や
強
奪

来週号はお休みです
　本紙は毎月４回発行していますが、10 月は発行日の土曜
日が５回あるため、第５週目の次週 10 月 31 日号は 11 月７
日号との合併号になります。次号配達は 11 月４日（水・マ
ンハッタン）、５日（木・郊外）となります。電話回線一時不
通のお知らせ＝移転に伴う業者の都合により代表電話が現在
繋がらない状態でご迷惑をおかけしております。連絡は当面、
E メール（info@nyseikatsu.com) へお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　　ニューヨーク生活プレス社

http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/jp/j5/index.html
http://www.ny.us.emb-japan.go.jp/jp/l/bengoshi_list.html
http://www.ny.us.emb-japan.go.jp/jp/l/bengoshi_list.html
https://www.restaurantnippon.com/
http://www.sumitomo-ny.com
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フ
レ
ン
チ
の
技
術
を
使
っ
た

和
食
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
料
理
レ
ス

ト
ラ
ン
﹁M

IFU
N

E

﹂
。
日
本

が
世
界
に
誇
る
俳
優
、
三
船
敏

郎
に
ち
な
ん
で
付
け
ら
れ
た
店

名
に
は
、
三
船
が
ス
ク
リ
ー
ン

を
通
じ
て
世
界
中
の
観
客
を
魅

了
し
た
よ
う
に
、
若
手
日
本
人

シ
ェ
フ
が
新
し
い
日
本
料
理
と

共
に
世
界
へ
羽
ば
た
く
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。
今
号
で
は

そ
の
﹁M

IFU
N

E

﹂
で
エ
グ

ゼ
ク
テ
ィ
ブ
シ
ェ
フ
を
務
め
る

島
野
さ
ん
が
フ
ラ
イ
パ
ン
一
つ

で
出
来
る
﹁
ゆ
ず
風
味
の
照
り

焼
き
チ
キ
ン
﹂
を
紹
介
す
る
。

　

﹁
今
回
の
料
理
は
フ
ラ
イ
パ

ン
一
つ
で
作
れ
て
、
材
料
の
旨

フ
ラ
イ
パ
ン
一
つ
で
作
る
ゆ
ず
風
味
の
テ
リ
ヤ
キ
チ
キ
ン

7

味
や
香
り
を
残
し
て
ソ
ー
ス
に

移
す
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
料
理

の
技
法
を
使
い
ま
し
た
。 

料

理
が
得
意
で
は
な
い
人
や
、
忙

し
く
て
じ
っ
く
り
料
理
す
る
時

間
が
無
い
人
に
も
お
す
す
め
で

島野 雄さん
　日本で７年、フランスで８年フランス
料理を学ぶ。パリの３ツ星レストラン

「GuySavoy」で日本人初のメインディッ
シュとソースのシェフを任される。その
後ニューヨークへ渡り、「MIFUNE New 
York」でエグゼクティブシェフを務める。
https://mifune-restaurant.com/

チキンもも肉４切れ
冷蔵庫にある野菜（今回は
ミニジャガイモ、いんげん、
マッシュルーム、スキャリ
オン、ミニにんじん、しょ

うが、たまねぎ）
テリヤキゆずソース＝みり
ん、さけ、ゆずジュース（な
ければレモン汁）、砂糖各 40
グラム、濃口醤油 20 グラム

①玉ねぎはみじん切り、スキャリオンは緑
の部分だけ輪切り、生姜は千切り、マッシュ
ルーム、人参は薄切りにしてサラダ仕立て
にするように水にさらしておく（以上は仕
上げ用野菜）
②フライパンを強火で熱々に温めて油をひ
く。直前に両面に塩を振った鶏を皮目から
焼く。鶏を置いたら火を弱火にして２分焼
き、①で残った人参、マッシュルームと一
緒に他の野菜も全部フライパンの空いてい
るスペースに置く。
③弱火で焼いていると野菜がほんのり焼き

色がついてくるので裏返し、両面に色がつ
いたら取り出す。鶏の皮がパリパリになり、
７割くらい火が通ったら鶏も取り出してフ
ライパンに残った油をキッチンペーパーで
軽く拭き取る。
④フライパンを少し温め、前もって混ぜて
おいたテリヤキゆずソースを入れる。沸騰
したら弱火にして鶏の皮目を上にして入
れ、２分経ったら野菜を加え、30 秒したら
出来上がり。
⑤お皿に盛りつけ、①の仕上げ用野菜をあ
しらい、最後にソースをかける。ソースが
煮詰まり過ぎたら水を少し足す。

す
﹂
と
語
る
島
野
さ
ん
。
今
で

こ
そ
営
業
再
開
し
て
店
内
と
パ

テ
ィ
オ
席
で
の
飲
食
や
、
金

曜
日
限
定
の
特
別
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
メ
ニ
ュ
ー
が
楽
し
め
る

﹁M
IFU

N
E

﹂
だ
が
、
外
出
規

作り方

材料（２人前）

制
さ
れ
た
３
月
か
ら
４
月
に
か

け
て
は
完
全
ク
ロ
ー
ズ
し
て
い

た
。
そ
の
間
、
料
理
人
と
し
て

何
か
し
た
い
と
思
っ
た
島
野
さ

ん
は
徹
夜
で
特
製
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
を
50
食
作
り
、
マ
ウ
ン
ト
サ

イ
ナ
イ
病
院
の
医
療
ス
タ
ッ
フ

に
届
け
た
。
そ
ん
な
熱
い
シ
ェ

フ
が
伝
授
す
る
熱
々
テ
リ
ヤ
キ

チ
キ
ン
を
作
っ
て
み
よ
う
！

https://mifune-restaurant.com/
https://kikkomanusa.com/
http://www.momotaronewyork.com
https://www.mtckitchen.com
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日本クラブからのお知らせ

■日本クラブ WEB ギャラリー
　「吉祥を愛でる - スーザン・トスク コレクション」　
    開催日：11 月 12 日（木）ー 12 月 30 日（水）
　長寿のシンボルの

鶴亀、福をもたら
す七福神、宝船、
瓢箪など、おめで
たい意匠が盛り込
まれた江戸期から
昭和までの至宝約
35 点 を 一 挙 に 公
開。 ま た、11 月
12 日 ( 木）午後７
時より、バーチャ
ルオープニングレ
セプションを開催
します。日本クラブ WEB ギャラリー のウェブサイト

　（https://nippongallery.nipponclub.org）からお申し込みください。

■日本クラブスペシャルウェビナー
　オランダ在住画家・エッセイ

スト 吉屋敬氏による「フェ
ルメールと『オランダの光』」
開催日時：11 月 18 日（水）
7pm-8pm 参加費無料。

   参加希望者は上記の日本クラ
ブ WEB ギャラリーのウェブサ
イトからお申し込みください。

■ Brunswick Group/JCCI/ 日本クラブ主催ウェビナー
　「海外事業におけるクロスボーダー危機対応の要諦とは？」

開催日時：10 月 27 日（火）3pm-4pm 参加費無料。　
　講師にブランズウィック・グループ、ディレクターの河本孝

志氏を迎え、経営層の視点から「海外危機対応時の複雑なス
テークホルダー対応」における基本姿勢や危機管理の要諦に
ついて、海外子会社管理・ガバナンス面に焦点を当てつつ、
ご紹介いたします。参加希望者は日本クラブのウェブサイト

（www.nipponclub.org）からお申し込みください。

日本クラブメンバーシップのお問い合わせは
内藤 （hnaito@nipponclub.org ）までご連絡ください。

The Nippon Club, Inc.
145 West 57th Street, 
New York, NY 10019
TEL 212-581-2223

info@nipponclub.org
www.nipponclub.org 

348：3 人合わせて 261 才

 

デ
ジ
タ
ル
版 w

w
w.nyseikatsu.com

で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

　

鼎
談
当
日
と
な
っ
た
。
場
所

は
﹁
メ
ン
ク
ラ
﹂。
い
ま
は
青

山
に
あ
る
。
わ
た
し
が
通
っ
た

こ
ろ
は
芝
田
村
町
︵
現
港
区
西

新
橋
︶
婦
人
画
報
社
２
階
の
片

隅
に
あ
っ
た
。
こ
の
一
角
だ
け

は
た
ば
こ
の
煙
で
か
す
ん
で
見

え
た
。
だ
が
、
煙
同
様
に
熱
量

も
半
端
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
い

ま
の
﹁
メ
ン
ク
ラ
﹂
は
モ
ダ
ン

で
き
れ
い
、
熱
量
は
感
じ
ら
れ

な
い
。
こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
か

ら
熱
い
雑
誌
は
無
理
だ
ろ
う
。

　

西
田
初
代
編
集
長
が
お
元
気

な
の
に
安
心
す
る
と
と
も
に

驚
か
さ
れ
る
。﹁
お
い
く
つ
に

…
…
﹂
と
恐
る
恐
る
質
問
す
る
。

﹁
91
だ
よ
﹂。
ヒ
エ
ー

ッ
。
石
津
の
祥
ち
ゃ

ん
は
同
い
年
だ
か
ら

85
。
３
人
合
わ
せ
る

と
２
６
１
才
と
い
う

と
ん
で
も
な
い
鼎
談

が
始
ま
ろ
う
と
し
て

い
た
。

　

こ
の
３
人
、
放
っ

て
お
い
た
ら
話
は
ど

ん
ど
ん
横
道
へ
外

れ
、
い
つ
終
わ
る
か

わ
か
ら
な
く
な
る
の

を
編
集
部
は
知
ら
な
い
…
…
。

﹁
史
上
最
高
齢
の
鼎
談
が
実

現
！
﹂
と
、﹁
メ
ン
ズ
・
ク
ラ
ブ
﹂

11
月
号
は
大
き
く
取
り
上
げ
て

く
れ
た
が
、
は
た
し
て
ど
う
か
。

読
ん
で
か
ら
の
お
楽
し
み
。︵
お

わ
り
︶ 

︵
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
︶

　

♪
雨
が
世
界
を
つ
つ
ん
で

泣
い
て
い
る
〜
で
歌
い
出
す

ザ
・
モ
ッ
プ
ス
の
１
９
７
２

年
の
ヒ
ッ
ト
曲
。
日
本
の
サ

イ
ケ
デ
リ
ッ
ク
・
ロ
ッ
ク
に

お
け
る
草
分
け
的
存
在
と
し

て
知
ら
れ
る
グ
ル
ー
プ
。
詩

的
な
情
景
が
広
が
る
美
し
い

メ
ロ
デ
ィ
ー
、
若
き
日
の
鈴

木
ヒ
ロ
ミ
ツ
の
歌
声
が
心

に
染
み
る
。
Ｇ
Ｓ
ブ
ー
ム
で

も
60
年
代
の
ヒ
ッ
ピ
ー
文
化

を
漂
わ
せ
、
唯
我
独
尊
の
雰

囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
た
。

 

聴
け
ま
す

 

◎
本
紙
デ
ジ
タ
ル
版 w

w
w

.nyseikatsu.com
 

で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

 

45
回
転
の
名
盤 

431

   

雨

ザ
・
モ
ッ
プ
ス

　

米
国
に
お
け
る
日
本
酒
ブ
ー

ム
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
店
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
酒
蔵
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
は
14

日
、
水
曜
か
ら
土
曜
ま
で
の
デ

ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
︵
午
後
５
時
30

分
か
ら
９
時
ま
で
︶
に
限
り
イ

ン
ド
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
を
オ
ー
プ

ン
し
た
。

　

入
店
後
の
体
温
計
測
や
着
席

時
以
外
の
マ
ス
ク
着
用
な
ど
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
の
安

全
対
策
の
も
と
、
定
員
の
25
％

の
人
数
で
は
あ
る
が
社
会
的
距

離
を
と
っ
た
テ
ー
ブ
ル
席
に
て

夕
食
が
楽
し
め
る
。　

　

同
店
で
は
５
コ
ー
ス
の
紅
葉

プ
リ
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
メ
ニ
ュ

ー
︵
75
ド
ル
︶
を
用
意
し
て
い

る
。
内
容
は
、
前
菜
が
﹁
ス
ラ

イ
ス
サ
ー
モ
ン
刺
身
と
野
菜
の

ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ス
が
け
﹂、
温

か
い
前
菜
に
﹁
ロ
ー
ス
ト
和
州

ビ
ー
フ
の
ゆ
ず
み
ぞ
れ
あ
ん
ソ

ー
ス
﹂、
寿
司
と
刺
身
に
﹁
当

日
の
お
す
す
め
刺
身
３
種
と
穴

子
の
箱
寿
司
﹂、メ
イ
ン
は
﹁
豚

と
大
根
の
煮
込
み
、
タ
ロ
イ
モ

添
え
﹂
＝
写
真
＝
、
デ
ザ
ー
ト

は
バ
ニ
ラ
と
シ
ト
ラ
ス
風
味
の

﹁
オ
レ
ン
ジ
パ
ン
ナ
コ
ッ
タ
﹂

と
旬
の
味
わ
い
を
堪
能
で
き
る

創
作
料
理
を
提
供
す
る
。
数
多

く
の
種
類
を
揃
え
る
日
本
酒
や

日
本
の
ウ
イ
ス
キ
ー
︵
サ
ン
ト

リ
ー
季
、
山
崎
12
年
、
サ
ン
ト

リ
ー
響
︶
の
ペ
ア
リ
ン
グ
も
お

Sakagura
211 East 43rd Street, B1, 
NEW YORK, NY, 10017 

tel 212-953-7253
reservations@sakagura.com

酒
蔵
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
再
開

す
す
め
。

　

要
予
約
、
１
グ
ル
ー
プ
10

人
以
下
に
限
る
。
予
約
は
Ｅ

メ

ー

ルreservations@
sakagura.com

か
ら
。

© HEARST FUJINGAHO

https://nippongallery.nipponclub.org
mailto:reservations@sakagura.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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http://www.nipponclub.org
mailto:hnaito@nipponclub.org
mailto:hnaito@nipponclub.org
mailto:info@nipponclub.org
http://www.nippo
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://shirt.co.jp/sakasamegane/
https://www.youtube.com/watch?v=8CEc2xNqjBA
http://jmart-usa.com/en/
tel:2122136069
http://www.easeny.com/
https://www.kawai-juku.ac.jp/kikoku/
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
か
ら
メ
ト
ロ
ノ
ー
ス

の
ハ
ー
レ
ム
ラ
イ
ン
で
40
分
弱
の
ス
カ
ー
ス
デ
ー

ル
に
は
、
駅
前
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
調
の
と
て
も
趣
と

歴
史
を
感
じ
る
商
店
街
が
並
ん
で
い
る
。

　

こ
の
物
件
は
、
駅
か
ら
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
バ
ス
で

10
分
程
度
の
落
ち
着
い
た
住
宅
街
に
あ
り
、
バ
ス

停
は
家
の
目
の
前
。

 

一
階
は
リ
ビ
ン
グ
、
フ
ォ
ー
マ
ル
ダ
イ
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
、
キ
ッ
チ
ン
、
マ
ス
タ
ー
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム

／
マ
ス
タ
ー
バ
ス
ル
ー
ム
、
２
階
に
ベ
ッ
ド
ル
ー

ム
が
二
つ
と
バ
ス
ル
ー
ム
の
ケ
ー
プ
コ
ッ
ド
ス
タ

イ
ル
の
家
。
３
寝
室
、
２
・
５
バ
ス
。

　

地
下
に
は
ラ
ン
ド
リ
ー
と
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

が

あ

り
、

広

す
ぎ
ず
狭
す
ぎ

ず
使
い
や
す
い

サ

イ

ズ

で

約

１
５
０
０
平
方

フ
ィ
ー
ト
。
各

部
屋
は
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
。
希
少

な
２
台
分
の
ガ

レ
ー
ジ
付
で
全

館

冷

暖

房

完

備
。

　

バ
ー
ベ
キ
ュ

ー

用

の

パ

テ

ィ
オ
も
あ
り
、

徒
歩
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
公
園
が
あ
り
外
遊
び
に

も
事
欠
か
な
い
。
人
気
の
ス
カ
ー
ス
デ
ー
ル
学

校
区
。
家
賃
は
月
額
４
９
０
０
ド
ル
。
11
月
1

日
よ
り
入
居
が
可
能
だ
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

９
１
４
・
９
２
１
・
１
６
１
６
、

Ｅ
メ
ー
ル　

info@
shoenrealty.com

、
古
旗

︵
こ
ば
た
︶
さ
ん
。　

︵
写
真
提
供
・
荘
園
不
動
産
︶　

スカースデール学校区の戸建て賃貸

　

シ
カ
ゴ
市
は
８
日
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
屋
外
飲
食
の
冬
季
営
業

に
お
い
て
防
寒
対
策
の
ア
イ
デ

ア
を
発
表
し
た
。
Ｂ
Ｍ
Ｏ
ハ
リ

ス
銀
行
と
イ
リ
ノ
イ
・
レ
ス
ト

ラ
ン
協
会
、
デ
ザ
イ
ン
会
社
Ｉ

Ｄ
Ｅ
Ｏ
と
共
催
し
た
イ
ベ
ン
ト

﹁
シ
カ
ゴ
・
ウ
イ
ン
タ
ー
・
ダ

イ
ニ
ン
グ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
﹂
で

の
優
秀
者
を
発
表
し
た
も
の

で
、
厳
寒
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

も
応
用
で
き
そ
う
だ
。

　

ジ
ェ
ト
ロ
・
シ
カ
ゴ
事
務
所

の
調
べ
に
よ
る
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
予
防
す

る
た
め
、
現
在
米
国
の
飲
食
業

界
は
屋
外
営
業
が
主
要
と
な
る

な
か
、
シ
カ
ゴ
は
こ
れ
か
ら
冬

季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
屋
外
で

の
飲
食
が
困
難
に
な
る
。
こ
れ

に
対
し
シ
カ
ゴ
市
が
中
心
と
な

っ
て
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
バ
ー
の
冬

季
屋
外
営
業
の
防
寒
対
策
に
つ

い
て
創
造
的
な
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
た
。
８
月
25
日
か
ら
９
月

７
日
ま
で
の
募
集
期
間
に
は
米

国
外
か
ら
の
提
案
も
含
め
、
合

計
６
４
３
件
の
応
募
が
あ
っ

た
。
ロ
リ
・
ラ
イ
ト
フ
ッ
ト
市

長
は
﹁
イ
リ
ノ
イ
・
レ
ス
ト
ラ

ン
協
会
と
受
賞
者
の
卓
越
し
た

創
造
性
の
お
か
げ
で
、
冬
季
の

飲
食
店
の
営
業
継
続
を
可
能
と

す
る
だ
け
で
な
く
、
シ
カ
ゴ
市

の
革
新
的
な
精
神
も
示
す
こ
と

が
で
き
る
﹂
と
述
べ
た
。

　

今
回
受
賞
し
た
３
つ
の
優
秀

ア
イ
デ
ア
と
そ
の
特
徴
は
次
の

通
り
。
優
秀
賞
と
し
て
そ
れ
ぞ

れ
５
０
０
０
ド
ル
が
授
与
さ
れ

る
。

１　

C
ozy C

abins

︵
居
心
地

の
良
い
小
屋
︶
：
車
１
台
分
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
同
じ
大
き
さ

の
小
屋
型
簡
易
ユ
ニ
ッ
ト
。
駐

車
場
に
隣
接
し
て
設
置
す
る
こ

と
が
可
能
＝
写
真
＝
。

２　

B
lock Party

︵
ブ
ロ
ッ

ク
型
ス
ペ
ー
ス
︶
：
コ
ン
パ
ク

ト
な
ブ
ロ
ッ
ク
の
内
側
に
座
席

を
配
置
。
屋
外
の
設
置
場
所
に

応
じ
て
ブ
ロ
ッ
ク
を
さ
ま
ざ
ま

に
組
み
合
わ
せ
、
配
置
す
る
こ

と
が
可
能
。

３　

H
eated T

ables

︵
こ
た

つ
︶
：
日
本
の
こ
た
つ
を
ヒ
ン

ト
に
し
た
も
の
で
、
ア
ウ
ト
ド

ア
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
改
良

さ
れ
て
い
る
。

　

イ
リ
ノ
イ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
協

会
は
こ
れ
ら
の
ア
イ
デ
ア
の
実

験
的
な
導
入
に
向
け
て
取
り
組

む
予
定
。
詳
細
は
ジ
ェ
ト
ロ
・

ビ
ジ
ネ
ス
短
信w

w
w

.jetro.
go.jp/biznew

s/2020/10/
6ae61ca4402b87b1.htm

l

を
参
照
。

コ
ロ
ナ
禍
の
野
外
飲
食

冬
季
営
業
の
防
寒
対
策

mailto:info@shoenrealty.com
www.jetro.go.jp/biznews/2020/10/6ae61ca4402b87b1.html
mailto:commercial@redacinc.com
http://kiku-ny.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://newyork-apartment-realestate.com
http://www.startsnewyork.com
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物
理
的
に
人
と
会
え
な
く
な

る
と
、
そ
の
人
間
関
係
の
深
さ

が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
す
ね
。

そ
し
て
、
や
は
り
大
事
な
人
へ

の
想
い
は
募
る
ば
か
り
で
し
ょ

う
。

　

傾
愛
力
と
は
傾
け
る
愛
の
力

で
あ
り
、
そ
れ
が
全
て
の
ベ
ー

ス
に
あ
る
こ
と
で
よ
り
コ
ミ
ュ

り
、
お
互
い
に
よ
り
分
か
り
合

え
る
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
一
番
大
事
な
人
は
誰

で
し
ょ
う
？
…
…
そ
う
で
す
、

先
ず
は
自
分
な
の
で
す
。

　

自
分
を
大
事
に
す
る
こ
と
で

自
分
の
心
が
満
た
さ
れ
て
、
そ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
関
わ
り
方
も

質
が
変
わ
り
ま
す
。
相
手
と
の

関
係
性
も
よ
り
深
い
も
の
に
な

ギ
ー
が
十
分
に
な
い
と
き
に

は
、
大
事
な
人
を
大
事
に
し
た

と
し
て
も
、
自
分
も
認
め
て
も

ら
い
た
い
気
持
ち
に
な
り
、
見

返
り
が
欲
し
く
な
る
で
し
ょ

う
。
先
ほ
ど
よ
り
も
良
い
関
係

性
へ
は
発
展
し
な
い
で
し
ょ

の
満
た
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

一
番
近
く
に
い
る
大
事
な
人
へ

と
注
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
高
く
居
る
だ
け
で
、

自
然
に
大
事
な
人
を
大
事
に
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
時

は
な
ん
の
見
返
り
も
欲
し
く
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

逆
に
、
自
分
が
満
た
さ
れ
て

い
な
く
、
自
分
の
中
に
エ
ネ
ル

う
。

　

自
分
を
満
た
す
こ
と
は
時
に

は
エ
ゴ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の

為
だ
け
を
考
え
て
の
行
為
は
エ

ゴ
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
大

事
な
人
を
大
事
に
す
る
為
に
自

分
を
満
た
す
行
為
は
傾
愛
力
そ

の
も
の
に
な
り
ま
す
。
同
じ
行

為
で
あ
っ
て
も
目
的
が
違
え
ば

全
く
違
う
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
ど
の
よ
う
に
自
分
を
整

え
て
、
良
い
状
態
を
キ
ー
プ
し

て
大
事
な
人
を
よ
り
大
事
に
す

る
状
態
に
な
れ
る
で
し
ょ
う
。

い
く
つ
か
の
方
法
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

�

食
事
︵
低
カ
ロ
リ
ー
の
高
い

栄
養
素
を
摂
り
、
1
日
に
30
品

目
を
目
安
に
い
ろ
ん
な
食
品
を

摂
取
、
規
則
正
し
い
時
間
、
楽

し
く
食
事
を
す
る
︶

�

身
体
を
動
か
す
︵
ス
ト
レ
ッ

チ
、
体
操
、
ヨ
ガ
な
ど
︶

�

環
境
を
整
え
る
︵
掃
除
、
不

用
品
の
整
理
、
心
地
良
い
空
間

作
り
︶

�

オ
ン
・
オ
フ
の
切
り
替
え︵
活

動
に
集
中
・
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
む
︶

�

深
い
呼
吸
を
意
識
す
る
︵
腹

式
呼
吸
︶、
瞑
想

�

上
質
な
睡
眠
の
た
め
の
工
夫

︵
寝
る
前
に
画
面
を
見
な
い
、

ベ
ッ
ド
は
寝
る
と
き
だ
け
し
か

使
わ
な
い
、
規
則
正
し
い
時
間

な
ど
︶

　

い
か
が
で
し
ょ
う
？　

と
て

も
シ
ン
プ
ル
で
基
本
な
こ
と
ば

か
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

た
だ
し
、
基
本
で
シ
ン
プ
ル
な

ほ
ど
持
続
す
る
の
が
難
し
か
っ

た
り
す
る
の
で
す
。
忙
し
け
れ

ば
忙
し
い
ほ
ど
、
こ
れ
ら
を
お

ろ
そ
か
に
す
る
の
で
す
。

　

大
事
な
人
を
大
事
に
し
て
い

く
傾
愛
力
を
育
む
と
育
む
ほ
ど

幸
福
感
は
高
ま
り
、
自
己
免
疫

力
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
高
ま
っ
て

い
き
ま
す
！　

今
だ
か
ら
こ
そ

傾
愛
力
で
す
ね
。

ふ
く
だ
・
み
ち
え
＝
日
系
3
世

と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
生
ま
れ
、

そ
の
後
17
年
間
さ
ま
ざ
ま
な
国

で
育
っ
た
経
験
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
が
自
信
を
持
っ
て
生
き
れ

る
よ
う
に
導
き
た
い
と
考
え

る
。
そ
こ
で
、
目
標
立
て
・
達

成
へ
の
道
の
り
を
重
視
し
た
英

会
話
レ
ッ
ス
ン
を
行
う
。ま
た
、

人
が
持
つ
才
能
を
引
き
出
す
た

め
に
、
独
自
に
体
系
化
し
た
傾

愛
力™

コ
ー
チ
ン
グ
講
座
を
、

起
業
家
や
リ
ー
ダ
ー
に
行
っ
て

い
る
。

https://m
bp-japan.com

/
tokyo/m

ca-coach/

提
供
・
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ラ
ン
ド

w
w

w
.firstbrand.co.jp

協
力
・
マ
イ
イ
ベ
ン
ト
Ｕ
Ｓ
Ａ

w
w

w
.m

yeventusa.com

今
だ
か
ら
こ
そ
、
よ
り
大
事
な
人

を
大
事
に
す
る
傾
愛
力™

を
育
む

福
田
美
智
江

８

 

加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

   

今
年
７
月
以
降
、
米

国
国
土
安
全
保
障
省
お

よ
び
傘
下
の
移
民
局
は

さ
ま
ざ
ま
な
提
案
、
方

針
を
発
表
し
ま
し
た
。

例
え
ば
Ｈ
１
Ｂ
ビ
ザ
、

Ｈ
２
Ｂ
ビ
ザ
、
Ｊ
１
ビ

ザ
や
Ｌ
１
ビ
ザ
な
ど
就

労
ビ
ザ
を
２
０
２
０
年

内
は
発
行
し
な
い
、
対

面
式
授
業
を
行
わ
な
い

学
校
に
入
学
予
定
の
学

生
た
ち
に
は
Ｆ
１
ビ
ザ

を
発
行
し
な
い
な
ど
が

一
例
で
す
。
さ
ら
に
９

月
24
日
に
国
土
安
全
保

障
省
は
、
Ｆ
１
学
生
ビ

ザ
、
Ｊ
１
学
生
・
研
修

ビ
ザ
、
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
ビ
ザ
な
ど
の
有
効

期
限
を
縮
小
す
る
と
い

う
提
案
を
発
表
し
ま
し

た
。

　

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と

Ｆ
１
学
生
ビ
ザ
や
Ｊ
１

学
生
・
研
修
ビ
ザ
は
最

長
４
年
、
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
ビ
ザ
は
初
回
申
請
最
長

２
４
０
日
の
期
限
で
す
。
ま
た

学
生
ビ
ザ
は
学
校
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
終
了
し
た
り
、
オ
プ
シ
ョ

ナ
ル
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
︵
Ｏ
Ｐ
Ｔ
︶
期
間

が
終
わ
っ
た
後
に
60
日
間
の
滞

在
期
間
が
許
可
さ
れ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
を
30
日
に
縮
小
す

る
。
通
常
、
学
生
の
人
た
ち
は

こ
の
60
日
の
期
間
に
就
労
先
を

決
め
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
短
縮
す
る
と
い
う
提

案
は
、
外
国
人
が
ア
メ
リ
カ
で

就
労
、
勉
強
す
る
と
い
う
こ
と

を
妨
げ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う

に
思
え
ま
す
。

　

た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
提
案

で
す
。
こ
の
提
案
が
可
決
さ
れ

る
か
否
か
は
現
時
点
で
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。
実
際
に
先
月
本
紙

で
お
伝
え
し
た
移
民
局
の
財
政

難
の
克
服
の
一
環
と
し
て
10
月

２
日
か
ら
大
幅
に
ビ
ザ
や
永
住

権
申
請
の
申
請
料
を
値
上
げ
す

る
と
い
う
方
針
は
、
施
行
の
２

日
前
に
撤
回
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
以
前
か
ら
ロ
ッ
タ
リ
ー
抽

選
永
住
権
は
取
り
や
め
に
な
る

だ
ろ
う
と
い
う
噂
が
流
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
今
年
も
引
き
続

き
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
、

す
で
に
受
付
も
開
始
さ
れ
て
い

ま
す
。
11
月
10
日
ま
で
申
請
を

受
領
し
ま
す
の
で
、
永
住
権
を

希
望
さ
れ
て
い
る
方
で
ま
だ
申

請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
早
め

に
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

な
お
、
財
政
難
を
奪
回
す
る

た
め
、
各
種
の
ビ
ザ
及
び
永
住

権
申
請
の
申
請
料
の
値
上
げ
は

一
旦
留
保
さ
れ
ま
し
た
が
、
プ

レ
ミ
ア
ム
申
請
︵
移
民
局
が
申

請
を
受
領
後
15
日
間
以
内
に
許

可
ま
た
は
追
加
書
類
要
求
な
ど

の
知
ら
せ
を
出
す
申
請
方
法
︶

に
関
し
て
は
、Ｈ
２
Ｂ
ビ
ザ︵
農

業
な
ど
ア
メ
リ
カ
で
労
働
力
が

不
足
し
て
い
る
分
野
で
短
期
に

就
労
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
る

ビ
ザ
︶
や
Ｒ
ビ
ザ
︵
宗
教
家
ビ

ザ
︶
以
外
の
ビ
ザ
申
請
に
は
、

現
状
の
１
４
４
０
ド
ル
か
ら

２
５
０
０
ド
ル
の
大
幅
な
値
上

げ
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
10

月
19
日
以
降
か
ら
施
行
さ
れ
ま

す
。

　

私
共
移
民
法
を
扱
っ
て
い
る

弁
護
士
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
や

一
般
の
方
々
に
、
可
能
な
限
り

最
新
の
ビ
ザ
や
永
住
権
の
情
報

を
お
伝
え
す
る
こ
と
を
使
命
と

し
、
義
務
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
度
重
な
る

提
案
、
方
針
、
そ
し
て
修
正
で
、

私
ど
も
も
政
府
に
振
り
回
さ
れ

て
い
る
状
況
で
す
。ま
た
随
時
、

移
民
法
に
関
し
て
の
変
更
が
あ

り
ま
し
た
ら
本
紙
上
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

︵
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
︶

現
在
の
各
種
ビ
ザ
の
状
況
に
つ
い
て
４

　

ク
オ
モ
州
知
事
は
19
日
の
記

者
会
見
で
、
23
日
か
ら
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
以
外
の
映
画
館
の
営

業
再
開
を
許
可
し
た
。
定
員
の

25
％
、
ま
た
は
、
ス
ク
リ
ー
ン

あ
た
り
50
人
ま
で
と
い
う
制
限

付
き
な
う
え
、
14
日
間
の
平
均

感
染
率
が
2
％
未
満
で
、
﹁
ク

ラ
ス
タ
ー
ゾ
ー
ン
﹂
が
な
い
こ

と
が
条
件
。

　

今
月
５
日
、
大
手
映
画
館
チ

ェ
ー
ン
の
英
国
の
シ
ネ
ワ
ー
ル

ド
・
グ
ル
ー
プ
が
、
米
国
と
英

国
内
の
す
べ
て
の
映
画
館
の
営

業
を
停
止
す
る
こ
と
を
発
表
し

て
い
た
。
同
グ
ル
ー
プ
は
、
米

国
内
に
５
３
６
か
所
の
映
画
館

を
展
開
し
、
英
米
合
わ
せ
て
従

業
員
４
万
５
０
０
０
人
が
解
雇

さ
れ
る
。 

　

ス
キ
ー
は
、
飲
食
時
以
外
は

常
時
マ
ス
ク
着
用
、
社
会
的
距

離
を
保
ち
、
ゴ
ン
ド
ラ
、
リ
フ

ト
同
乗
は
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
人

に
限
る
。
講
習
会
は
10
人
以
下

に
限
定
。
ス
キ
ー
場
の
入
場
は

25
％
に
制
限
す
る
。　

　

レ
ス
ト
ラ
ン
野
外
営
業

　
防
寒
ヒ
ー
タ
ー
を
認
可

　

デ
ブ
ラ
シ
オ
市
長
は
14
日
、

冬
に
か
け
て
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ダ

イ
ニ
ン
グ
を
可
能
と
す
る
た

め
、
一
時
的
に
屋
外
ヒ
ー
タ
ー

の
利
用
を
認
め
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
発
表
し
た
。
ま
た
週
末
に

か
け
て
ク
ラ
ス
タ
ー
内
の
取
締

り
を
強
化
し
、
前
週
に
15
万
ド

ル
以
上
の
罰
金
を
科
し
た
こ
と

な
ど
を
発
表
し
た
。

市
外
映
画
館
を
認
可

ス
キ
ー
場
も
条
件
付
で

　

連
邦
準
備
制
度
理
事
会
︵
Ｆ

Ｒ
Ｂ
︶
が
２
日
公
表
し
た
最
新

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍

に
関
わ
ら
ず
最
富
裕
層
米
国
人

59
人
の
資
産
は
増
え
続
け
て
お

り
、
国
民
の
半
分
以
上
の
富
を

所
有
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
今
年
第
２
四
半
期
で

は
、
最
貧
困
層
50
％
に
当
た
る

１
６
５
０
万
人
の
資
産
は
総
額

約
２
兆
ド
ル
強
で
、
同
59
人
が

所
有
す
る
純
資
産
の
総
額
と
ほ

ぼ
同
額
だ
っ
た
。

　

同
59
人
を
含
む
国
民
の
わ
ず

か
１
％
を
占
め
る
最
裕
福
層
の

純
資
産
の
総
額
は
34
兆
ド
ル
強

で
、
な
か
に
は
ア
マ
ゾ
ン
創
業

者
の
ジ
ェ
フ
・
ベ
ゾ
ス
氏
や
マ

イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
ビ
ル
・
ゲ

イ
ツ
氏
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の

マ
ー
ク
・
ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
グ
氏

な
ど
が
名
を
連
ね
る
。 

　

同
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
拡
大

す
る
壮
大
な
貧
富
の
格
差
を
操

作
し
て
い
る
の
は
株
式
市
場

で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
何
百
万
人
も

が
職
を
失
い
、
米
経
済
で
記
録

的
な
景
気
後
退
が
生
じ
て
い
る

一
方
で
、
株
価
が
記
録
的
な
高

値
を
更
新
し
て
い
る
。

近
隣
３
州
基
準
値
超
え
も

Ｎ
Ｙ
移
動
制
限
は
科
さ
ず

　

ク
オ
モ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

知
事
は
20
日
、
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ

ト
州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
の
３

州
も
移
動
制
限
の
対
象
州
と
な

る
基
準
を
超
え
た
こ
と
を
発
表

し
た
が
、
こ
れ
ら
の
３
州
に
つ

い
て
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
と

の
往
来
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
か

ら
移
動
者
へ
の
14
日
間
の
自
主

隔
離
を
科
さ
な
い
こ
と
を
発
表

し
た
。
た
だ
し
、
可
能
な
限
り

不
要
不
急
の
移
動
を
自
粛
す
る

よ
う
要
請
し
た
。
同
州
は
現
在

38
州
と
２
地
域
か
ら
の
移
動
制

限
を
科
し
て
い
る
。

米国の富の半分
59 人が所有

　

米
疫
病
管
理
予
防
セ
ン
タ

ー
︵
Ｃ
Ｄ
Ｃ
︶
の
ロ
バ
ー
ト
・

レ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
長
官
は
13

日
、
全
国
の
州
知
事
を
対
象

に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
感
謝
祭
に
向

け
た
心
構
え
に
関
す
る
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
Ｃ
Ｎ
Ｎ
局
の
映
像
を
通

し
て
伝
え
た
。
レ
ッ
ド
フ
ィ
ー

ル
ド
長
官
は
﹁
多
く
の
管
轄
で

規
制
緩
和
の
ス
テ
ッ
プ
が
踏
み

出
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
増
加

し
て
い
る
感
染
の
多
く
は
家
庭

内
な
ど
で
の
小
さ
な
会
合
が
原

因
と
な
っ
て
い
る
。
感
謝
祭
を

前
に
現
実
問
題
を
深
刻
に
受
け

止
め
、警
告
を
促
し
て
ほ
し
い
﹂

と
語
っ
た
。
公
共
衛
生
専
門
家

た
ち
も
同
様
に
、
も
し
例
年
通

り
に
何
百
万
人
も
が
移
動
し
、

普
段
は
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
な

い
家
族
や
友
人
と
一
定
の
期
間

を
屋
内
で
共
に
過
ご
せ
ば
ど
う

な
る
の
か
を
懸
念
し
て
い
る
。 

　

15
日
付
の
Ｃ
Ｎ
Ｎ
ニ
ュ
ー
ス

に
よ
る
と
、
気
温
が
低
下
し
屋

内
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
て
い

る
こ
と
が
影
響
し
、
過
去
１
週

間
で
36
州
で
感
染
者
が
10
％
以

上
増
加
し
て
お
り
、
12
州
で
１

日
当
た
り
の
平
均
が
過
去
最
高

を
記
録
し
て
い
る
。Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
、

集
ま
り
は
屋
内
か
屋
外
か
、
集

ま
る
時
間
の
長
さ
、参
加
人
数
、

参
加
者
の
普
段
の
居
住
地
、
参

加
者
の
事
前
の
行
動
、
地
域
の

感
染
レ
ベ
ル
な
ど
、
ホ
リ
デ
ー

シ
ー
ズ
ン
を
安
全
に
過
ご
す
た

め
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
解

説
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
︵cdc.gov

︶
で

提
供
し
て
い
る
。
ま
た
﹁
感
謝

祭
に
さ
よ
な
ら
の
キ
ス
は
し
て

も
、
親
戚
に
挨
拶
の
キ
ス
を
す

る
な
ど
夢
に
も
考
え
な
い
よ
う

に
﹂
と
自
粛
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。 

　

ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ー

ク
の
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト

場
と
ホ
リ
デ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
が
30
日
︵
金
︶
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
ホ

リ
デ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
は
混

雑
を
避
け
る
た
め
例
年

よ
り
も
店
舗
を
減
ら
す

と
い
う
が
、
主
催
の
バ

ン
ク
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ

カ
の
サ
ポ
ー
ト
で
、
地

元
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

オ
ー
ナ
ー
に
よ
る
小
規

模
店
は
ブ
ー
ス
を
無
料

で
借
り
ら
れ
る
可
能

性
も
あ
る
。
出
店
に

つ
い
て
の
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

bry
antpark.org/?/

b
log

/b
ofaw

v
sb

s 

を
参
照
。

ブライアントパーク
スケートリンク 30 日から

歳末野外出店に援助も 感
謝
祭
を
警
戒

Ｃ
Ｄ
Ｃ
長
官
が
警
告

移民法、朝令暮改の連続で弁護士も政府に振り回される
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風の環コンサート仙台で

ル
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
﹁
と
も
﹂
は

２
０
０
１
年
の
米
同
時
多
発
テ

ロ
の
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
コ
ン

サ
ー
ト
を
毎
年
９
月
に
開
催
し

て
き
た
。
２
０
１
１
年
か
ら
は

東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
追

悼
・
被
災
地
支
援
を
併
せ
て
チ

ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ

て
い
る
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り

Ｎ
Ｙ
で
の
開
催
が
事
実
上
不
可

能
な
た
め
、
仙
台
市
に
拠
点
を

持
つ
ハ
ポ
ン
・
ハ
セ
ク
ラ
後
援

会
と
の
共
催
に
よ
り
﹁
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
風
﹂
と
題
し
て
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
。
入

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

山
田
麗
子
オ
ン
ラ
イ
ン
上
演

無
声
映
画
と
音
楽
コ
ラ
ボ

Ｎ
Ｙ
の
風
届
け

11
月
５
日
ラ
イ
ブ
配
信

　

１
９
７
２
年
設
立
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
人
美
術
家
協
会

︵
飯
塚
国
雄
会
長
、
本
年
７
月

逝
去
︶
は
、 

11
月
2
日
︵
月
︶

か
ら
12
月
31
日
︵
木
︶
ま
で
、

第
48
回
年
次
展
覧
会
を
開
催
す

る
。
例
年
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

天
理
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
大
勢

の
来
場
者
を
迎
え
て
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
年

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
る
状
況
を
踏
ま

え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

作
品
を
出
品
す
る
の
は
、
飯

塚
国
雄
、
松
田
常
葉
、
越
光

桂
子
、
青
柳
愛
子
、
古
川
文

香
、
竹
下
宏
、
遊
真
あ
つ
こ
、

Y
U

K
A

K
O

、
阿
井
次
郎
、
青

木
壽
子
、
織
田
愛
子
、
藤
原
未

佳
子
、
林
幸
江
、
柏
木
文
子
、

松
村
ナ
ツ
コ
、
三
浦
良
一
、
永

井
民
子
、
長
倉
一
美
、
小
野
田

昌
子
、
清
水
香
里
、
渡
嘉
敷

亨
、
山
本
さ
と
子
の
現
会
員
22

人
。
11
月
14
日
︵
土
︶
午
後
７

時
か
らZoom

に
て
オ
ン
ラ

イ
ン
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー

ク
を
行
う
。展
示
サ
イ
ト
に
は
、

こ
の
夏
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
で
な
く
な
っ
た
飯
塚
国
雄
会

長
の
作
品
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
ナ

ー
も
設
け
る
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

参
加
希
望
者
は
同
協
会
事
務
局

に
Ｅ
メ
ー
ル
︵jaanyoffice@

gm
ail.com

︶
す
る
とZoom

リ
ン
ク
を
個
別
に
通
知
す
る
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
美
術
家
協
会

年
次
展
覧
会
オ
ン
ラ
イ
ン
で

　

今
年
で
第
13
回
目
と
な
る
風

の
環
コ
ン
サ
ー
ト
が
初
め
て
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
離
れ
、
11
月
５

日
︵
木
︶
午
後
７
時
か
ら
宮
城

県
仙
台
市
の
仙
台
銀
行
ホ
ー

ル
・
イ
ズ
ミ
テ
ィ
21
小
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
る
。
出
演
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
か
ら
田
村
麻
子
さ
ん

︵
ソ
プ
ラ
ノ
︶、
門
間
信
樹
さ

ん
︵
バ
リ
ト
ン
︶
と
、
バ
イ
オ

リ
ン
の
大
曲
翔
さ
ん
率
い
る
風

の
環
室
内
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
。
特

別
参
加
は
仙
台
出
身
で
ボ
ス
ト

ン
在
住
の
作
曲
家
・
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
秩
父
英
里
さ
ん
、
東
北
大

学
男
声
合
唱
団
Ｏ
Ｂ
有
志
の
ほ

か
、
風
の
環
少
年
少
女
合
唱
団

が
ビ
デ
オ
出
演
す
る
。
コ
ン
サ

ー
ト
は
Ｎ
Ｙ
を
舞
台
に
し
た
親

し
み
の
あ
る
音
楽
を
メ
イ
ン
に

演
奏
し
、
日
本
国
内
の
ほ
か
ア

メ
リ
カ
や
ス
ペ
イ
ン
に
も
ラ
イ

ブ
配
信
さ
れ
る
。
入
場
料
の
一

部
は
Ｎ
Ｙ
の
医
療
従
事
者
や
高

齢
者
施
設
な
ど
の
支
援
活
動
を

行
う
Ｎ
Ｙ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

に
届
け
ら
れ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
﹁
９
・
11
風
の
環
メ
モ
リ
ア

ル
コ
ン
サ
ー
ト
﹂
と
日
系
混
声

合
唱
団
ジ
ャ
パ
ン
・
コ
ー
ラ

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ
︶
は
、
サ
ウ
ン
ド
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
山
田
麗
子
に
よ
る

音
楽
・
無
声
映
画
﹃
山
田
麗
子

サ
ウ
ン
ド
・
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ

ョ
ン
と
無
声
映
画
﹄
を
11
月
４

日
︵
水
︶
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
上

演
し
て
い
る
。
最
新
の
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
と
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
音
楽
を
駆
使
し
た
新

し
い
試
み
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上

に
作
り
出
さ
れ
た
背
景
と
ア
コ

ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
、
日
本
の
ク

ラ
ッ
シ
ッ
ク
無
声
映
画
を
組
み

合
わ
せ
た
斬
新
な
作
品
。﹁
相

撲
﹂﹁
電
車
﹂﹁
20
世
紀
前
半
の

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
﹂
な
ど
、
コ

ロ
ナ
禍
で
楽
し
む
機
会
が
減
っ

て
し
ま
っ
た
娯
楽
を
テ
ー
マ
に

し
た
20
世
紀
初
頭
の
無
声
映
画

を
使
用
す
る
。
終
演
後
に
質
疑

応
答
も
行
わ
れ
る
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
一
般
15
ド
ル
、

Ｊ
Ｓ
会
員
12
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト

購
入
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.JapanSociety

.org/
perform

ingarts

を
参
照
。

　

日
本
伝
統
芸
能
を
日
本
国
内

外
で
紹
介
す
る
能
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー︵
田
中
ブ
テ
イ
エ
節
子
代
表
︶

は
30
日
︵
金
︶
午
後
８
時
か
ら
、

第
２
回
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
リ
ー
ズ

を
開
催
す
る
。
当
日
は
﹁
永

遠
の
恋 

│ 

能
﹃
井
筒
﹄
を
解

く
﹂
と
題
し
、　

能
楽
観
世
流

シ
テ
方
の
味
方
玄
︵
み
か
た
・

し
ず
か
︶
氏
が
﹁
伊
勢
物
語
﹂

二
十
三
段
を
題
材
に
し
た
世
阿

弥
の
名
作
、
能
﹁
井
筒
﹂
の
世

界
を
紹
介
す
る
。﹁
井
筒
﹂
の

曲
に
隠
さ
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
を

紐
解
き
な
が
ら
、
秋
の
月
下
で

起
こ
る
美
し
い
恋
慕
の
物
語
を

演
者
と
し
て
の
視
点
と
舞
台
で

の
経
験
か
ら
語
る
。
京
都
の
自

宅
に
あ
る
能
舞
台
か
ら﹁
井
筒
﹂

の
舞
の
実
演
と
質
疑
応
答
も
行

う
。
味
方
氏
は
国
内
外
で
活
躍

す
る
だ
け
で
な
く
能
の
現
代
性

と
伝
統
の
自
然
な
融
合
を
求
め

た
﹁
テ
ア
ト
ル
・
ノ
ウ
﹂
を
主

宰
、
サ
ロ
ン
開
催
や
出
版
物
も

多
く
、
幅
広
い
観
客
へ
向
け
た

能
楽
普
及
活
動
に
も
尽
力
し
て

い
る
。

　

受
講
料
は
無
料
だ
が
事
前

登
録
を
推
奨
。
参
加
申
し
込

み
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

n
oh

society
w

eb
in

ar2
.

eventbrite.com

か

ら
。

詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.
nohsociety.org

を
参
照
。

能
﹁
井
筒
﹂
撮
影
・
渡
辺
真
也

能
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

﹁
井
筒
﹂
の
世
界

30
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
へ
の
支
援
活
動
を

行
う
非
営
利
団
体
キ
ャ
ッ
チ
・

ア
ス
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー

ツ
︵
Ｃ
Ｕ
Ｐ
Ａ
︶
主
催
の
、
ズ

ー
ム
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
﹁
全
米
シ
ニ
ア
の
た
め

の
オ
ン
ラ
イ
ン
日
本
演
芸
シ
リ

ー
ズ
﹂
が
、
25
日
︵
日
︶
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

全
米
の
日
系
人
シ
ニ
ア
を
対

象
に
、
日
本
演
芸
を
テ
ー
マ
に

集
め
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
３
回

に
分
け
て
紹
介
す
る
。
今
月
25

日
は
午
後
７
時
30
分
か
ら
９
時

ま
で
、質
疑
応
答
も
行
わ
れ
る
。

第
２
回
は
11
月
17
日
︵
火
︶、

第
３
回
は
12
月
17
日
︵
木
︶
に

開
催
。出
演
は
柳
家
東
三
楼︵
落

語
︶、
ざ
ぶ
と
ん
亭
龍
二
︵
落

語
︶、
三
宅
由
利
子
︵
日
本
舞

踊
︶
の
３
人
。
視
聴
は
任
意

寄
付
制
︵
推
奨
20
ド
ル
︶。
申

し
込
み
は
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
イ

トw
w

w
.eventbrite.com

/
e/124954392953

か

ら
。

詳
細
はhttp://catchus.org

全
米
シ
ニ
ア
に
む
け
て

日
本
演
芸
を
配
信

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

門間信樹

秩父英里昨年の風の環コンサート（於：NY マーキンホール）で歌う田村麻子

場
料
は
３
０
０
０
円
。
問
い

合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル info@

japon-hasekura.com
 

ま

で
。
有
料
で
の
リ
モ
ー
ト
ラ
イ

ブ
配
信
予
定
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト https://

circlew
in

d.peatix
.com

/ 

を
参
照
。

柳家東三楼

ざぶとん亭龍二

三宅由利子

http://www.nyseikatsu.com
http://www.JapanSociety.org/performingarts
https://nohsocietywebinar2
https://nohsocietywebinar2.eventbrite.com
http://www.nohsociety.org
http://www.nohsociety.org
http://www.nohsociety.org
http://catchus.org
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://circlewind.peatix.com/
https://circlewind.peatix.com/
https://circlewind.peatix.com/
https://circlewind.peatix.com/
https://www.eventbrite.com/e/124954392953
mailto:aanyoffice@gmail.com
mailto:meiseimotors@aol.com
http://wix.to/tUBWBe0
http://www.abps-us.org/
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遺
言
と
は
、
生
前
に
お
け
る

人
の
最
後
の
意
思
を
、
死
後
、

法
律
的
に
保
護
し
実
現
を
図
る

と
同
時
に
、
相
続
人
同
士
の
争

い
を
避
け
る
た
め
の
制
度
で

す
。
相
続
対
策
に
は
、
節
税
す

る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
家
族
間

の
争
い
の
な
い
相
続
が
で
き
る

よ
う
に
考
え
て
お
く
こ
と
も
含

ま
れ
ま
す
。
法
的
に
有
効
な
遺

言
書
が
あ
る
場
合
、
相
続
人
は

そ
れ
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

日
本
の
相
続
15    

遺
言 783

せ
ん
。
遺
言
書
に
書
か
れ
た
相

続
分
の
指
定
は
、
民
法
が
定
め

る
法
定
相
続
よ
り
も
優
先
さ
れ

ま
す
。

　

遺
言
が
特
に
必
要
と
な
る
ケ

ー
ス
と
し
て
、
配
偶
者
や
子
な

ど
相
続
人
の
中
に
特
別
に
財
産

を
与
え
た
い
者
が
い
る
場
合
、

ま
た
は
特
別
に
与
え
た
く
な
い

者
が
い
る
場
合
、
相
続
権
の
な

い
孫
、
兄
弟
、
子
の
嫁
、
第
三

者
な
ど
に
財
産
の
一
部
を
分
け

与
え
た
い
場
合
、
同
属
会
社
や

個
人
事
業
者
で
後
継
者
を
指
定

し
て
お
き
た
い
場
合
、
遺
産
を

公
益
事
業
に
役
立
た
せ
た
い
場

合
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ

も
争
い
が
予
想
さ
れ
、
あ
る
い

は
、
遺
言
が
無
け
れ
ば
実
現
し

な
い
事
柄
で
す
。

　

相
続
税
よ
り
も
高
率
の
贈
与

税
が
課
税
さ
れ
る
た
め
、
ま
た

は
、
他
の
相
続
人
や
身
内
の
目

が
気
に
な
る
た
め
、
生
前
贈
与

は
避
け
た
い
と
い
う
場
合
に
、

ど
う
し
て
も
遺
言
を
書
か
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

︵
大
島
襄
　
米
国
公
認
会
計
士
︶

クイック USA

23

ア
メ
リ
カ
の
人
事
部

従
業
員
か
ら
の
訴
訟
が
多
い
州
ワ
ー
ス
ト
10
は
？

　

保

険

会

社H
ISC

O
X

が

２
０
１
７
年
に
発
表
し
た

従

業

員

か

ら

の

訴

訟

ガ

イ

ド
︵w

w
w

.h
isco

x
.

com
/docu

m
en

ts/2017-
H

is
c

o
x

-G
u

id
e

-to
-

E
m

ployee-Law
suits.pdf 

︶

に
よ
る
と
従
業
員
か
ら
の
訴
訟

が
多
い
州
は
、
第
１
位
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
Ｃ
︵
81
％
︶
、
２
位
ネ

バ
ダ
州
・
デ
ラ
ウ
エ
ア
州
︵
55

％
︶
、
４
位
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ

州
︵
50
％
︶
、
５
位
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
︵
46
％
︶
、
６
位
ミ

シ
シ
ッ
ピ
州
︵
43
％
︶
、
７
位

ア
ラ
バ
マ
州
︵
39
％
︶
、
８
位

イ
リ
ノ
イ
州
︵
35
％
︶
、
９
位

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
・
コ
ネ
チ
カ
ッ

ト
州
︵
19
％
︶
。

　

こ
の
数
字
は
２
０
１
６
年
平

均
で
10
・
６
％
の
企
業
で
従
業

員
か
ら
の
訴
訟
が
起
こ
っ
て
い

る
な
か
、
平
均
よ
り
も
訴
訟
の

数
が
多
い
企
業
数
の
割
合
い
を

計
算
し
た
数
字
だ
。
２
０
１
４

年
の
調
査
で
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
が
最
も
多
か
っ
た
が
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
訴
訟
数
は

変
わ
ら
ず
、
他
州
が
増
え
た
形

で
あ
る
。 

 

　

Ｅ

Ｅ

Ｏ

Ｃ
︵E

qual 
E

m
p

l
o

y
m

e
n

t 
O

p
p

o
r

t
u

n
i

t
y 

C
om

m
ission

：
雇
用
機
会

均
等
委
員
会
︶
の
調
査
に
よ
る

と
、
最
も
訴
え
が
多
か
っ
た

内
容
はR

etaliation

︵
報
復
︶

45
・
９
％
。
こ
の
報
復
と
は
、

例
え
ば
差
別
を
受
け
て
い
る
と

会
社
に
不
満
を
申
し
出
た
時
に

会
社
か
ら
逆
に
無
視
さ
れ
た

り
、
希
望
し
な
い
異
動
を
さ
せ

ら
れ
た
り
、
減
給
、
降
格
、
あ

る
い
は
解
雇
と
い
う
﹁
報
復
﹂

を
受
け
た
場
合
の
こ
と
で
あ

る
。
続
い
てR

ace

︵
人
種
差

別
︶
が
35
・
３
％
。
そ
し
て
性

差
別
が
29
・
４
％
と
続
い
て
い

る
。 

 

　

も
し
従
業
員
か
ら
訴
訟
を
受

け
た
場
合
の
コ
ス
ト
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う

か
？ 
 
こ
の
調
査
に
よ
る
と

︵
１
︶
ケ
ー
ス
が
解
決
す
る
ま

で
の
日
数
：
平
均
３
１
８
日
、

︵
２
︶
弁
護
や
示
談
で
金
銭
を

支
払
う
割
合
：
24
％
、︵
３
︶

弁
護
や
示
談
で
支
払
う
金
額
：

平
均
16
万
ド
ル
、︵
４
︶
保
険

会
社
を
利
用
し
て
弁
護
や
示
談

金
を
支
払
っ
て
い
な
い
ケ
ー

ス
：
76
％
、
と
な
っ
て
い
る
。

　

企
業
側
が
法
律
を
犯
し
て
い

る
ケ
ー
ス
で
は
保
険
会
社
も
支

払
が
行
わ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が

多
く
あ
る
。 

例
え
ば
、
各
州

の
法
律
で
注
意
す
べ
き
点
は
、

E
-V

erify

の

利

用
、C

redit 
C

heck

に
よ
る
人
事
決
定
、

妊
娠
・
出
産
の
雇
用
者
が
図
る

べ
き
便
宜
、
採
用
時
の
過
去
の

犯
罪
履
歴
質
問
禁
止
、
等
の
法

律
違
反
に
よ
り
問
題
が
起
こ
る

ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
。

　

 E
-V

erify

は
オ
フ
ァ
ー
を

行
う
前
に
利
用
し
た
り
、
結

果
に
よ
っ
て
人
種
、
出
身
国

に
よ
る
差
別
を
し
た
り
、
既

に
雇
用
し
た
従
業
員
を
再

度E
-V

erify

に
か
け
た
り
、

E
-V

erify

がPending

に
な

っ
た
こ
と
で
解
雇
し
た
り
し
た

場
合
に
訴
訟
に
な
っ
て
い
る
よ

う
だ
。C

redit C
heck

は
オ

フ
ァ
ー
を
出
す
前
にC

redit

チ

ェ

ッ

ク

を

行

っ

た

り
、

C
redit 

チ
ェ
ッ
ク
と
関
係
な

い
仕
事
の
場
合
に
採
用
し
な
か

っ
た
り
し
た
場
合
が
考
え
ら
れ

る
。
妊
娠
・
出
産
は
適
用
す
べ

き
合
理
的
便
宜
が
行
わ
れ
な
か

っ
た
り
、
あ
る
い
は
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
休
暇
が
与
え
ら
れ

な
か
っ
た
り
、
ま
た
妊
娠
・
出

産
を
理
由
に
解
雇
を
し
た
り
す

る
こ
と
が
訴
訟
の
原
因
と
な
っ

て
い
る
。 

 

　

採
用
時
は
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
段
階
で
過
去
の
犯
罪
履
歴

を
質
問
で
き
な
い
州
が
増
え
て

い
る
が
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
質
問
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
訴
訟
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

他
、
最
近
注
目
し
た
訴
訟
事
例

を
以
下
の
リ
ン
ク
で
紹
介
を
し

て
い
る
。

■
最
近
の
注
目
訴
訟
事
例

・

訴

訟　

D
H

L Flyaw
ay 

E
xpress 

配
送
ド
ラ
イ
バ
ー

集
団
訴
訟
︵https://am

eblo.
jp

/a
n

g
elm

a
rk

etin
g

/
en

try
-1

2
6

2
0

0
9

0
6

9
8

.
htm

l

︶

・
訴
訟　

日
本
食
レ
ス
ト
ラ

ン　

約
5
億
5
０
０
０
万
円
の

罰
金
を
約
2
億
7
０
０
０
万

　

ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
・
グ
ル

ー
プ
、
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
、
日
本
ク
ラ

ブ
主
催
の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
﹁
海
外

事
業
に
お
け
る
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ

ー
危
機
対
応
の
要
諦
と
は
？
﹂

が
、
27
日
︵
火
︶
午
後
３
時
か

ら
４
時
ま
で
開
催
さ
れ
る
。

　

講
師
は
英
戦
略
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
会
社
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ

ク
・
グ
ル
ー
プ
の
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
河
本
孝
志
氏
。
今
回
は
特
に

経
営
層
の
視
点
か
ら
、
日
本
で

は
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
﹁
海

外
危
機
対
応
時
の
複
雑
な
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
対
応
﹂
に
お
け

る
基
本
姿
勢
や
危
機
管
理
の
要

日
本
ク
ラ
ブ
で
27
日

経
済
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
開
催

 

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

 　  　アメリカの新型コロナウイルス感染者は 800 万人超、死者は 21
万超を数えています。その報道の中で、Long-hauler という言葉が
注目されています。Haul とは運ぶ、または引っ張ることで、ふつう
Long-hauler は長距離トラック運転手のことですが、最新の米語とし

てはコロナ後遺症に長く苦しむ人を意味します。
　はっきりした統計はありませんが、アメリカだけで何十万という人が、コロナ感染後、
呼吸器、消化器や心臓などの不調に加え慢性的な疲労感や記憶障害など精神・神経の問題
を数ヶ月にわたって経験していると言われます。それはコロナの重篤症状で入院した患者
だけではなく、軽度で自宅療養した人にも起きるそうです。
　新型コロナについて分からないことが多くあります。そのため、Long-hauler について
治療法（Post-Covid Care) が確立されるまでには時間がかかることでしょう。ただ少なく
とも、コロナから回復したように見えても、ひどい後遺症に長く苦しむ人が多くいること
が社会的に認知され、必要な理解とサポートが得られることを期待したいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

 米 語
Watch

 【190】

 Long-hauler 
コロナ後遺症で苦しむ人

円

の

支

払

で

示

談 

 
︵https://am

eblo.
jp

/a
n

g
elm

a
rk

etin
g

/
en

try
-1

2
6

1
7

4
9

4
6

2
3

.
htm

l

︶

そ
の
他
の
訴
訟
事
例
は
ブ
ロ

グ
︵h

ttps://am
eblo.jp/

angelm
arketing/

︶

に

て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ａ
の
ケ
ー
ス
検
索

・
検
索　

Ｐ
Ａ
Ｇ
Ａ
ク
レ
ー
ム

の
数　

弁
護
士
事
務
所
ラ
ン

キ
ン
グ
︵w

w
w

.cabia.org/
paga-sum

m
ary/ 

︶

・

個

別

の

ケ

ー

ス

検

索

︵h
ttps://cad

ir.secu
re.

force.com
/PagaSearch/

︶

C
O

V
ID

-19

の
な
か
、
企
業

側
を
訴
訟
す
る
弁
護
士
事
務

所
の
広
告
もfacebook

等
で

頻
繁
に
流
れ
て
い
る
。
訴
訟
を

未
然
に
防
げ
る
よ
う
に
我
々
も

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
き
た

い
。
引
き
続
き
皆
様
の
安
全
と

健
康
、
そ
し
て
、
可
能
な
限
り

の
ビ
ジ
ネ
ス
の
再
興
を
お
祈

り
し
て
お
り
ま
す
。︵
山
口
憲

和
／Philosophy LLC

 
代
表
︶

w
w

w
.919usa.com

従業員からの訴訟が多い州

１位ワシントンＤＣ（81％）
２位ネバダ州・デラウエア州（55％）
４位ニューメキシコ州（50％）
５位カリフォルニア州（46％）
６位ミシシッピ州（43％）
７位アラバマ州（39％）
８位イリノイ州（35％）
９位ジョージア州・コネチカット州（19％）

諦
に
つ
い
て
、
海
外
子
会
社
管

理
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
面
に
焦
点
を

当
て
て
解
説
す
る
。

　

参

加

費

無

料
。

問

い

合

わ

せ

は

Ｅ

メ

ー

ル info@
jcciny.org 

ま
た
は info@

nipponclub.org

ま

で
。 

申
し
込
み
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
︵https://docs.google.

com
/form

s/d/e/1F
A

Ip
Q

L
Scna1L

8G
R

cE
m

d4Q
6fA

V
60tV

lA
4G

8JkrE
o

G
e-JR

aK
A

m
0z1G

Y
1w

/
view

form

︶
か
ら
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
発
の
雑
貨
店

﹁
フ
ラ
イ
ン
グ
・
タ
イ
ガ
ー
・

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
﹂
が
米
国
の

全
店
舗
を
閉
鎖
す
る
と
発
表
し

た
。
キ
ッ
チ
ン
や
イ
ン
テ
リ
ア

用
品
、
パ
ー
テ
ィ
ー
グ
ッ
ズ
、

文
房
具
な
ど
、
ポ
ッ
プ
で
ユ
ニ

ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
性
に
優
れ
た

北
欧
雑
貨
で
、
多
く
の
商
品
が

１
ド
ル
か
ら
５
ド
ル
と
低
価
格

な
こ
と
も
含
め
て
人
気
を
集
め

て
い
た
。
全
世
界
で
９
５
０
店

舗
を
展
開
し
、
２
０
１
５
年
に

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ラ
ッ
ト

ア
イ
ア
ン
地
区
に
米
国
第
１
号

店
を
オ
ー
プ
ン
。
ア
ッ
パ
ー
イ

ー
ス
ト
や
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
、
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
な
ど
東
海

岸
に
13
店
舗
を
展
開
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
戦
し
、
11
月
下

旬
ま
で
に
全
店
舗
を
閉
鎖
す

る
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
雑
貨
店

フ
ラ
イ
ン
グ
・
タ
イ
ガ
ー
・

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
撤
退

http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
www.hiscox.com/documents/2017-Hiscox-Guide-to-Employee-Lawsuits.pdf
https://ameblo.jp/angelmarketing/entry-12620090698.html
https://ameblo.jp/angelmarketing/entry-12617494623.html
https://ameblo.jp/angelmarketing/
http://www.cabia.org/paga-summary/
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScna1L8GRcEmd4Q6fAV60tVlA4G8JkrEoGe-JRaKAm0z1GY1w/viewform
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://hls-global.com
https://michaeldunnlaw.com
http://www.terailaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
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Brooklyn

　

Ｎ
Ｙ
在
住
の
書
画
家
・
田
中

太
山
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
Ｔ
シ
ャ

ツ
と
マ
ス
ク
が
、
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
の
あ
お
ぞ
ら
学
園
と
の
コ
ラ

ボ
で
販
売
を
開
始
し
た
。
ひ
ら

が
な
で
﹁
ぶ
る
っ
く
り
ん
﹂
と

書
か
れ
た
同
商
品
に
は
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
か
ら
日
本
の
文
化
を
発

信
す
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
田
中
は
﹁
コ
ロ
ナ

禍
で
学
校
経
営
が
厳
し
く
な
り

閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
あ

お
ぞ
ら
学
園
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
あ
お
ぞ
ら
学
園
は
私

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来
た
直
後

か
ら
子
供
達
に
書
道
教
室
を
行

っ
て
い
る
場
所
。
現
在
、
書
道

ク
ラ
ス
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
多
く
の
子
供
達
が
参
加
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
日
本
文
化
を

発
信
す
る
学
校
が
無
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
は
と
て
も
悲
し
い
の

で
、
こ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
マ
ス
ク

を
思
い
つ
き
ま
し
た
﹂
と
話

す
。
Ｔ
シ
ャ
ツ
は
子
供
用
か
ら

大
人
用
ま
で
各
種
サ
イ
ズ
を
用

意
︵
各
20
ド
ル
︶、
マ
ス
ク
は

大
人
用
の
み
︵
10
ド
ル
︶。
す

べ
て
の
売
り
上
げ
は
あ
お
ぞ
ら

学
園
に
寄
付
さ
れ
る
。
問
い

合
わ
せ
・
注
文
は
Ｅ
メ
ー
ル 

shogakaboz@
gm

ail.com
︵
田
中
さ
ん
︶
ま
で
。

書画家・田中太山
デザインＴシャツと

マスク販売
あおぞら学園とのコラボで

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
自
宅
で
ワ

イ
ン
作
り
。
そ
ん
な
一
見
不
可

能
に
思
え
る
こ
と
を
可
能
に
し

た
人
が
い
る
。
マ
ッ
ト
・
バ
ル

ダ
ッ
サ
ー
ノ
は
イ
タ
リ
ア
系
移

民
の
３
世
。
当
時
は
高
価
だ
っ

た
ワ
イ
ン
を
、
ス
タ
ッ
テ
ン
島

の
自
宅
で
作
っ
て
い
た
祖
父
を

見
て
育
ち
、
テ
ッ
ク
系
企
業
で

働
く
傍
ら
で
２
０
１
０
年
に
イ

ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
の
自
宅
で
、

会
員
制
の
﹁
ザ
・
ビ
レ
ッ
ジ
・

ワ
イ
ナ
リ
ー
ク
ラ
ブ
﹂を
創
設
。

メ
ン
バ
ー
は
、
ぶ
ど
う
を
潰
し

た
り
、
ワ
イ
ン
を
ボ
ト
ル
に
詰

め
た
り
と
い
っ
た
ワ
イ
ン
作
り

の
主
要
な
作
業
に
参
加
で
き
、

そ
の
年
に
で
き
た
ワ
イ
ン
を
も

ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
チ
リ
な

ど
世
界
中
か
ら
最
高
品
質
の
ぶ

ど
う
を
仕
入
れ
て
地
元
で
作
る

ワ
イ
ン
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に

人
気
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ

ム
ズ
を
中
心
と
す
る
メ
デ
ィ
ア

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
現
在

は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
自
宅
を
拠

点
と
す
る
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、
今
後
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
シ
ン
グ
を
保
ち
な
が
ら

広
い
ス
ペ
ー
ス
で
開
催
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
を
検
討
中
と
い

う
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

m
att@

villagew
ineryclub.

com

ま
で
。　
　

︵
須
能
玲
奈
︶

自
宅
で
ワ
イ
ン
作
り

作
業
に
参
加
し
て
﹁
も
ら
う
﹂

　

Ｎ
Ｙ
州
北
部
ヴ
ァ
ン
・
ホ
ー

ヘ
ン
ベ
ル
ク
山
に
こ
の
ほ
ど
、

米
国
内
最
長
を
誇
る
ボ
ブ
ス
レ

ー
型
の
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー

が
登
場
し
た
。 

　

同
山
は
、
レ
イ
ク
・
プ
ラ
シ

ッ
ド
で
開
催
さ
れ
た
１
９
８
０

年
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
ボ

ブ
ス
レ
ー
競
技
の
会
場
と
な
っ

た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
同
﹁
ク

リ
フ
サ
イ
ド
・
コ
ー
ス
タ
ー
﹂

は
、
林
の
中
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

当
時
の
実
際
の
競
技
経
路
を
ジ

グ
ザ
グ
に
駆
け
下
り
る
だ
け
で

な
く
、
絶
妙
な
時
間
設
定
と
オ

ー
デ
ィ
オ
・
シ
ス
テ
ム
を
搭
載

し
、
ボ
ブ
ス
レ
ー
さ
な
が
ら
の

体
験
が
で
き
る
の
が
特
徴
と

な
っ
て
い
る
。
ア
ン
ド
リ
ュ

ー
・
ク
オ
モ
同
州
知
事
は
、
こ

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
含
む

同
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
跡
地
の
開

発
の
た
め
に
、
同
州
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
地
域
開
発
機
関
に
約

２
億
４
０
０
０
万
ド
ル
を
投
じ

た
。 

　

﹁
ク
リ
フ
サ
イ
ド
・
コ
ー
ス

タ
ー
﹂
は
年
間
を
通
し
て
週
末

の
み
、
午
前
11
時
か
ら
午
後

４
時
に
営
業
し
、
料
金
は
ド

ラ
イ
バ
ー
１
人
当
た
り
55
ド

ル
、
ド
ラ
イ
バ
ー
１
人
と
12
歳

以
下
の
同
乗
者
の
2
人
の
セ
ッ

ト
料
金
は
65
ド
ル
と
な
っ
て

い
る
。
同
コ
ー
ス
タ
ー
の
詳

細
、
事
前
の
チ
ケ
ッ
ト
購
入
は

m
tvan

hoeven
berg.com

を
参
照
す
る
。 

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

米
最
長
の

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー 

　

ヒ
ー
リ
ン
グ
／
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
の
Ｃ
Ｒ
Ｓ

が
、
11
月
15
日
︵
日
︶
午
後

１

時

か

ら
﹁C

R
O

SSIN
G

 
B

O
U

N
D

A
R

IE
S

コ
ン
サ
ー

ト
シ
リ
ー
ズ
13
：O

N
 T

H
E

 
SILK

 R
O

A
D

 T
H

R
O

U
G

H
 

D
U

N
H

U
A

N
G

﹂

を

オ

ン

ラ
イ
ン
配
信
す
る
。
ダ
ン
ス

は
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
サ
ー
の

K
A

E
SH

IC
H

A
I

が

披

露

す

る
。
チ
ケ
ッ
ト
は
10
ド
ル
〜

30
ド
ル
︵
コ
ン
サ
ー
ト
は
７

日
間
視
聴
可
能
︶。
予
約
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://bit.

ly/2G
W

yK
4E

か
ら
。
詳
細

はhttps://crsny.org/

を

参
照
。

CRS演奏会
オンラインで11月１５日

　

都
市
情
報
誌
タ
イ
ム
ア
ウ
ト

は
こ
の
ほ
ど
﹁
世
界
で
最
も
ク

ー
ル
な
40
地
区
﹂
を
発
表
し
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ベ
ッ
ド
フ
ォ

ー
ド
・
ス
タ
イ
ヴ
ェ
サ
ン
ト
が

４
位
に
選
ば
れ
た
。
今
年
は
、

今
後
見
込
み
の
あ
り
そ
う
な
地

区
よ
り
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
精
神

と
行
動
主
義
を
貫
い
た
地
区
に

焦
点
を
当
て
て
格
付
け
し
た
。

　

同
地
区
に
つ
い
て
は
﹁
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
精
神
と
慣
習
を
重
ん

じ
た
緑
豊
か
な
住
宅
街
、
家
族

の
よ
う
に
交
わ
さ
れ
る
近
隣
住

民
と
明
る
い
会
話
の
風
景
、
そ

し
て
ビ
ク
ト
リ
ア
朝
の
ブ
ラ
ウ

ン
ス
ト
ー
ン
の
建
物
な
ど
、
歴

史
に
包
ま
れ
て
い
る
。
一
方
で

今
年
は
、
Ｂ
Ｌ
Ｍ
運
動
の
拠
点

と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
住
民
を

守
る
た
め
に
相
互
援
助
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、

Ｎ
Ｙ
で
最
も
優
れ
た
将
来
の
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
と
な
っ
た
﹂

と
評
価
し
て
い
る
。 

　

ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
５
位
は

次
の
通
り
。
１
位
バ
ル
セ
ロ
ナ

の
ド
レ
タ
・
デ
・
ラ
シ
ャ
ン
プ

ラ
、
２
位
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
ダ

ウ
ン
タ
ウ
ン
、
３
位
香
港
の
深

水
、
５
位
メ
ル
ボ
ル
ン
の
ヤ
ラ

ビ
ル
。日
本
の
地
区
で
は
唯
一
、

歌
舞
伎
町
が
34
位
に
ラ
ン
ク
イ

ン
し
て
い
る
。 

世界で最もステキな町
ベッドフォード・スタイヴェサント

第４位に選ばれる

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:shogakaboz@gmail.com
mailto:shogakaboz@gmail.com
mailto:shogakaboz@gmail.com
https://bit.ly/2GWyK4E
https://mtvanhoevenberg.com/
mailto:matt@villagewineryclub.com
https://www.hondag.com
http://kkobo.com/
http://www.jwsny.org
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
http://myriverside.net/home


2020 年（令和 2 年）10 月 24 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［書　籍］　　(10  )

 BOOKS
　

戦
争
に
つ
い
て
考
え
る
の
は

と
て
も
勇
気
が
要
る
。
な
ぜ
な

ら
い
か
な
る
解
説
を
も
っ
て
し

て
も
結
末
は
同
じ
だ
か
ら
。
日

本
は
戦
争
に
負
け
て
い
る
。
２

度
の
原
爆
投
下
や
沖
縄
の
占

領
、
日
本
中
の
都
市
を
焼
き
つ

く
し
た
空
襲
に
よ
る
多
大
な
犠

牲
を
払
い
な
が
ら
、
未
だ
世
界

中
か
ら
戦
争
責
任
を
問
わ
れ
て

い
る
。

　

終
戦
か
ら
も
う
75
年
が
経

ち
、
戦
争
の
記
憶
も
薄
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
が
、
忘
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
忘
れ

て
は
い
け
な
い
か
ら
。
人
類
の

負
の
遺
産
と
し
て
引
き
継
い
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

と
考
え
る
。

  

そ
も
そ
も
な
ぜ
日
本
は
戦
争

に
向
か
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

負
に
向
か
う
原
因
と
誤
っ
た
判

断
を
歴
史
的
事
実
と
照
ら
し
合

わ
せ
な
が
ら
検
証
し
精
査
す

る
。こ
の
気
の
滅
入
る
作
業﹁
戦

争
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
﹂
を

黙
々
と
続
け
、
そ
の
積
み
上
げ

ら
れ
た
膨
大
な
考
察
を
、
若
い

人
た
ち
へ
分
か
り
や
す
く
教
授

し
て
い
る
の
が
、
著
名
な
歴
史

学
者
の
一
人
加
藤
陽
子
氏
で
あ

り
、
本
著
は
中
高
生
を
対
象
に

し
た
対
話
形
式
の
講
義
録
で
あ

る
。
話
し
言
葉
で
で
き
る
だ
け

分
か
り
や
す
く
、
共
に
考
え
な

が
ら
進
め
て
い
く
講
義
は
、
本

質
に
入
り
や
す
く
、
知
識
を
得

る
の
に
妨
げ
が
な
い
。
発
刊
当

初
か
ら
、
学
生
だ
け
で
な
く
、

現
代
に
戸
惑
う
大
人
た
ち
の
間

で
も
話
題
に
な
っ
た
。

　

序
章
﹃
日
本
近
現
代
史
を
考

え
る
﹄
だ
け
を
通
読
し
て
も
学

ぶ
こ
と
は
多
い
。
２
０
０
１
年

９
月
11
日
に
起
こ
っ
た
ア
メ
リ

カ
同
時
多
発
テ
ロ
が
﹁
か
つ

て
な
か
っ
た
戦
争
︵w

ar like 
no other

︶﹂
と
言
わ
れ
た
こ

と
と
、
１
９
３
７
︵
昭
和
12
︶

年
７
月
７
日
の
北
京
郊
外
の
盧

溝
橋
で
起
こ
っ
た
日
中
の
軍
事

衝
突
が
瞬
く
間
に
全
面
戦
争
へ

と
拡
大
し
た
こ
と
に
み
る
、
悪

者
を
懲
ら
し
め
る
﹁
報
償
﹂
ま

た
は
﹁
一
種
の
討
匪
戦
﹂
と
い

う
戦
争
の
形
を
掘
り
起
こ
し
、

時
代
も
背
景
も
異
な
る
歴
史
的

事
象
に
共
通
す
る
、
戦
争
へ
至

る
危
う
い
感
覚
に
気
づ
か
せ

る
。

　

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
を
分
断
さ

せ
た
南
北
戦
争
中
の
リ
ン
カ
ー

ン
大
統
領
の
有
名
な
演
説
﹁
人

民
の
人
民
に
よ
る
人
民
の
た
め

の
﹂
と
、
戦
後
の
日
本
国
憲
法

前
文
に
見
る
意
外
な
一
致
点
を

例
に
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
思
想

家
ル
ソ
ー
が
示
す
真
理
﹁
巨

大
な 

戦
争
の
後
に
は
基
本
的

な
社
会
秩
序
の
書
き
か
え
が
な

さ
れ
る
﹂
こ
と
を
示
す
。
幸
い

に
も
戦
後
は
長
く
平
和
を
も
た

ら
し
た
が
、
戦
争
の
持
つ
物
理

的
だ
け
で
収
ま
ら
な
い
、
国
家

の
保
つ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

へ
の
暴
力
性
、
蹂
躙
性
の
恐
ろ

し
さ
の
一
面
を
考
え
さ
せ
ら
れ

る
。

　

そ
し
て
19
世
紀
プ
ロ
イ
セ
ン

の
軍
事
学
者
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ

ツ
の
﹃ 

戦
争
論
﹄
の
﹁ 
戦
争

は
政
治
的
手
段
と
は
異
な
る
手

段 

を
も
っ
て
継
続
さ
れ
る
政

治
に
ほ
か
な
ら
な
い
﹂
を
ふ
ま

え
て
、
ア
メ
リ
カ
が
中
心
と
な

っ
て
書
き
あ
げ
た
１
９
２
８

︵
昭
和
３
︶
年
の
不
戦
条
約
は
、

﹁
国
家
政
策
の
手
段
と
し
て
の

戦
争
の
放
棄︵
第
一
条
︶﹂と﹁
国

家
間
の
紛
争
解
決
手
段
と
し
て

の
武
力
行
使
の
違
法
化
︵
第
二 

条
︶﹂
と
い
う
内
容
で
あ
る
こ

と
を
あ
げ
、
加
藤
氏
は
、
歴
史

観
と
い
う
も
の
は
﹁
国
家
や
社

会
の
中
に
生
き
る
自
分
と
い
う

人
間
が
、
な
ぜ
３
１
０
万
も
の

人
が
犠
牲
と
な
る
戦
争
を
日
本

は
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
な

ぜ
第
一
次
大
戦
の
悲
惨
さ
に
学

ぶ
こ
と
な
く
戦
争
は
繰
り
返
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
か
、と
い
う﹃
問

い
﹄
に
深
く
心
を
突
き
動
か
さ

れ
た
と
き
に
初
め
て
生
ず
る
も

の
、
つ
ま
り
、
悩
め
る
人
間
が

苦
し
ん
で
発
す
る
﹃
問
い
﹄
の

切
実
さ
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
も

の
で
は
な
い
か
﹂
と
問
い
か
け

る
。     

︵
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
︶

 「悪を倒す」は危険
加藤陽子・著

新潮社・刊

■同姓同名（下村敦史、幻冬舎）ある日、自分と同姓同名
の人間が凶悪殺人事件の犯人として世間を騒がせたら。6
歳の女児を殺した犯人の名前がマスコミによってリークさ
れるが、なんと同姓同名の「大山正紀」だった。10 人の
同姓同名が誹謗中傷、捏造、デマに巻き込まれ不幸に転落
していく。■全体主義の克服（マルクス・ガブリエル・中
島隆博、集英社新書）1980 年生まれのドイツの哲学者マ
ルクス・ガブリエルと 1964 年生まれの日本人哲学者・中
島隆博の対談。対談は 2019 年に行われたが、コロナ渦
中に冒頭文とあとがきが書かれたので、2 人が語る全体主
義、資本主義、科学技術の問題がポスト・コロナでどう変
わって行くべきかを理解する上で重要な手引きになってい
る。■七月に流れる花／八月は冷たい城（恩田陸、講談社
文庫）別々に発売された単行本を一冊にまとめたもの。『七
月に流れる花』は林間学校に行く女子のみのグループのス
トーリー。『八月は冷たい城』は同時期に同じ場所に林間
学校に行く男子のみグループの話だ。全身緑色の「みどり
おとこ」に連れられて行く。■認知症にならない！ボケる
食 ボケない食（白澤卓二、PHP 文庫）男女共に平均寿命
は伸びたが心身ともに自立して健康に生活できる健康寿命
との差は９〜 12 年である。主な原因は認知症だ。70 代、
80 代で発症するので高齢者の病気と思われているが、40
代からじわじわと進行している。■疫病 vs 神（島田裕巳、中公新書ラクレ）
新型コロナウイルスが蔓延する現代。顕微鏡が発明される前の昔の人々は正
体が分からず恐怖に慄いていた。日本人はどう対処していたのか。疫病がく
り返し流行したから、災厄が軽減されることを祈るために日本人は疫病を神
として祀り、外来宗教の仏教に疫病退散を願ってきた。宗教学者の著者が
疫病と宗教の関係について探究する。■灯台からの響き（宮本輝 、集英社）
62 歳の康平は父の代から続く中華そば店を 2 年も休業している。30 年以上
も連れ添い、一緒に切り盛りしていた妻が突然死してしまったからだ。ある
日、妻宛ての古いはがきを見つける。差出人は男性。当時 30 歳だった妻が「見
知らぬ人から届いた」と言っていた。なぜ妻はとっていたのか。（菊田雪乃）
　　　　　　　　　　　　　　　　　書籍資料協力・紀伊國屋書店 NY 本店

　

登
場
人
物
は
10
人
の
同
姓
同
名
﹁
大
山
正
紀
﹂。
現
代
の
全
体
主
義
を
日
独
の
哲
学

者
が
語
る
。﹁
み
ど
り
お
と
こ
﹂
が
子
供
達
を
連
れ
て
い
く
謎
の
林
間
学
校
。
認
知
症

防
止
の
食
品
や
生
活
習
慣
。
感
染
症
と
宗
教
の
関
係
。
夫
の
知
ら
な
い
妻
の
過
去
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

﹃
首
都
感
染 

パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
﹄
な
ど
の
作
品
で
知
ら
れ
る

作
家
の
高
嶋
哲
夫
が
今
年
４
月

に
幻
冬
舎
文
庫
か
ら
上
梓
し
た

小
説
﹃
紅
い
砂
﹄
の
英
語
版

﹃
ザ
・
ウ
ォ
ー
ル
︵T

he W
all 

: T
he R

efugees’ Path to 
a N

ew
 R

epublic

︶
﹄

が
、

今
月
か
ら
米
国
で
も
販
売
開
始

さ
れ
た
。
同
小
説
は
高
嶋
が
﹁
世

界
の
難
民
問
題
﹂
の
解
決
策
を

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
形

で
真
正
面
か
ら
提
示
し
た
も

の
。

　

舞
台
は
政
府
の
圧
政
や
麻
薬

組
織
の
犯
罪
が
続
き
、
難
民
流

出
が
絶
え
な
い
中
米
の
小
国
コ

ル
ド
バ
。
米
国
は
政
府
と
麻
薬

組
織
の
対
立
を
激
化
さ
せ
、
新

た
な
指
導
者
を
擁
立
す
る
計
画

を
秘
密
裏
に
立
て
る
。
指
揮
を

任
さ
れ
た
の
は
米
国
陸
軍
の
元

大
尉
で
、
彼
は
か
つ
て
コ
ル
ド

バ
難
民
を
死
な
せ
、
虐
殺
者
の

汚
名
を
着
せ
ら
れ
た
男
だ
っ

た
。
次
々
と
試
練
が
降
り
か
か

る
な
か
、
腐
敗
し
た
国
を
再
建

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　

価
格
は

15
ド
ル

95
セ
ン

ト
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.m

useyon.com

を
参

照
。
同
サ
イ
ト
か
ら
ブ
ッ
ク
ト

レ
イ
ラ
ー
︵
約
１
分
半
の
映
像
︶

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

世
界
の
難
民
問
題
の
解
決
策

『The Wall 』
Written by Tetsuo Ted Takashima

Published by Museyon

http://www.museyon.com
http://www.museyon.com
http://www.museyon.com
https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　

我
謝
︵
が
し
ゃ
︶
京
子
さ
ん

は
、
２
０
０
１
年
４
月
、
そ
れ

ま
で
日
本
で
勤
め
て
い
た
テ
レ

ビ
東
京
を
退
社
し
、
ロ
イ
タ
ー

報
道
記
者
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
赴
任
し
た
。
そ
の
年
の
９

月
11
日
に
米
同
時
多
発
テ
ロ
が

勃
発
、
グ
ラ
ン
ド
ゼ
ロ
近
く
の

ア
パ
ー
ト
に
戻
れ
な
く
な
っ
た

被
災
経
験
が
、
後
に
心
の
復
興

を
テ
ー
マ
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
を
製
作
す
る
き
っ

か
け
に
も
な
っ
た
。
２
０
０
８

年 

第
１ 

作
﹁
母
の
道 

娘
の
選

択
﹂
、
11
年
﹁
３
１
１:

こ
こ
に

生
き
る
﹂
は
東
京
国
際
女
性
映

画
祭
、
Ｎ
Ｙ
国
際
イ
ン
デ
ペ
ン

デ
ン
ト
映
画
祭
な
ど
で
招
待
上

映
さ
れ
た
。
18
年
に
は
現
代
日

本
と
江
戸
時
代
の
ス
ペ
イ
ン
と

を
結
ぶ
歴
史
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
﹁
ハ
ポ
ン
さ
ん
﹂
も
手

が
け
て
い
る
。 

　

職
場
で
は
、
10
日
１
日
付
の

人
事
異
動
で
ニ
ュ
ー
ス
や
特
集

の
英
語
報
道
記
者
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
上
司
の

判
断
で
﹁
取
材
や
原
稿
書
き
、

編
集
な
ど
日
本
語
だ
け
で
な
く

以
前
か
ら
英
語
で
や
っ
て
い
た

こ
と
も
あ
る
の
で
で
き
る
と
思

っ
た
の
で
し
ょ
う
﹂
と
我
謝
さ

ん
。
仕
事
は
世
界
に
向
け
て
、

米
国
、
特
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

さ
ま
ざ
ま
な
現
場
の
状
況
を
取

材
し
て
原
稿
に
し
て
編
集
し
、

も
ち
ろ
ん
英
語
の
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
つ
け
て
配
信
し
て
い
る
。

　

１
９
８
７
年
に
テ
レ
ビ
東
京

新
卒
採
用
で
最
初
か
ら
経
済
報

道
部
記
者
で
ス
タ
ー
ト
、
そ
こ

か
ら
特
集
班
や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
担
当
に
な
り
、
ロ
イ
タ
ー

で
は
主
に
株
式
市
場
の
取
材
を

多
く
手
が
け
た
。
テ
レ
ビ
報
道

海
外
取
材
で
現
場
主
義
を
貫
い
て

ロイター記者
映画監督

我謝 京子 さん

に
携
わ
っ
て
30
年
以
上
の
大
ベ

テ
ラ
ン
だ
。

　

こ
の
仕
事
の
や
り
が
い
は

﹁
何
度
、
取
材
し
て
、
何
百
本

と
特
集
を
作
っ
て
も
、
毎
回
、

こ
れ
で
よ
か
っ
た
の
か
、
い
か

に
伝
え
た
ら
良
い
の
か
と
、
創

意
工
夫
に
終
わ
り
が
な
い
こ

と
。
生
き
が
い
は
、
娘
を
含
め

て
若
い
世
代
を
応
援
し
て
、
少

し
で
も
私
が
や
っ
て
き
た
こ
と

が
役
に
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う

か
﹂
と
話
す
。

　

テ
レ
ビ
の
仕
事
と
映
画
製
作

を
離
れ
れ
ば
、
家
庭
で
は
母
親

で
あ
り
、
私
生
活
で
は
お
茶
の

先
生
で
も
あ
る
。
日
本
在
住
の

母
、
清
水
宗
美(

ク
ミ
子)

さ

ん
と
は
こ
れ
ま
で
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
の
桜
祭
り
で
10
回
以
上
も
お

点
前
を
観
衆
の
前
で
披
露
し
て

い
る
。﹁
２
０
２
２
年
夏
に
は

日
本
に
﹃
お
茶
を
知
る
旅
﹄
を

弟
子
た
ち
と
企
画
し
て
い
ま

す
。
と
て
も
楽
し
み
で
す
﹂
と

す
で
に
目
は
２
年
先
に
。

　

人
生
の
モ
ッ
ト
ー
は
﹁
知
っ

た
か
ぶ
り
し
な
い
こ
と
、
直
感

を
信
じ
て
み
る
﹂
こ
と
だ
そ
う

だ
。﹁
取
材
す
る
側
も
取
材
さ

れ
る
側
か
ら
取
材
を
受
け
て
い

る
よ
う
な
も
の
。
相
手
の
心
に

触
れ
な
い
と
心
を
開
い
て
語
っ

て
く
れ
な
い
﹂。
取
材
前
に
描

い
た
予
定
原
稿
よ
り
現
場
で
し

か
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
実

を
大
切
に
す
る
。
そ
れ
を
取
材

姿
勢
と
し
て
貫
い
て
い
る
。

　

仕
事
と
家
庭
以
外
で
は
、
母

校
上
智
大
学
の
学
生
を
毎
年
、

年
2
回
受
け
入
れ
ロ
イ
タ
ー
で

研
修
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

同
窓
会
の
Ｎ
Ｙ
ソ
フ
ィ
ア
会
会

長
職
や
役
員
は
引
退
し
た
が
今

も
楽
し
く
会
員
と
し
て
関
わ
っ

て
い
る
。

　

﹁
人
生
１
０
０
年
時
代
。
90

代
ま
で
は
現
場
を
大
切
に
す
る

現
役
監
督
、
そ
し
て
記
者
と
し

て
活
動
が
出
来
た
ら
良
い
な
と

思
い
ま
す
。
そ
の
世
代
に
な
っ

て
初
め
て
み
え
る
風
景
も
あ
る

と
思
う
か
ら
で
す
。
米
国
で
は

Ｒ
Ｂ
Ｇ
も
イ
エ
レ
ン
も
ク
リ
ン

ト
ン
も
孫
が
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
で
あ
り
な
が
ら
現
役
。
私
も

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
も
現

役
で
頑
張
り
た
い
で
す
ね
﹂
と

い
つ
も
の
笑
顔
を
見
せ
た
。

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
は
コ

ロ
ナ
以
前
に
津
山
恵
子
撮
影
︶

オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強
会
24
日
に
開
催

Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ
日
本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

更
年
期
に
要
注
意
の
病
気
と
口
腔
ケ
ア

　

乳
が
ん
、
卵
巣
が
ん
、
子
宮

が
ん
患
者
サ
ポ
ー
ト
団
体
Ｓ
Ｈ

Ａ
Ｒ
Ｅ
日
本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

24
日
︵
土
︶
午
後
８
時
か
ら
９

時
30
分
ま
で
、
ズ
ー
ム
を
使
っ

た
オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強
会
﹁
病
気

と
口
腔
ケ
ア
を
開
催
す
る
。
講

師
に
歯
科
医
師
の
神
州
一
︵
じ

ん
・
し
ゅ
う
い
ち
︶
先
生
と
、

乳
腺
科
医
で
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ
日
本

語
プ
ロ
グ
ラ
ム
臨
床
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
田
原
梨
絵
先
生
を
招

き
、
抗
が
ん
剤
治
療
中
や
更
年

期
に
気
を
つ
け
る
口
腔
ケ
ア
、

骨
粗
し
ょ
う
症
・
口
腔
と
体
の

密
接
な
関
係
な
ど
に
つ
い
て
話

し
を
聞
く
。
司
会
は
コ
ー
ン
マ

ン
寧
子
さ
ん
︵
歯
科
医
師
、
乳

が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
︶。

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
予

約
。

参

加

希

望

者

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トhttps://form
s.

g
le/8

k
u

opH
o3

peT
h

rL
W

c6 

か
ら
申
し
込
む
。
定

員

１

０

０

人
。

詳

細

は

SH
A

R
E

の

日

本

語

サ

イ

ト https://sharejp.org/
schedule/2020/10/24 

を

参
照
す
る
。

参
加
無
料
で
要
予
約

神 

州
一
医
師

田
原
梨
絵
医
師

コ
ー
ン
マ
ン
寧
子
医
師
・
司
会

https://forms.gle/8kuopHo3peThrL
https://sharejp.org/schedule/2020/10/24
https://tawaramart.com/
https://www.licensepower.net/
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://op-ed.jp
http://www.salon-oasis.net
http://www.ojfd.com
http://www.idocenter.com
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ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

北
茨
城
の
山
の
ふ
も
と
の
古
く

て
大
き
な
家
に
、
ね
こ
の
マ
メ

と
く
ら
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
夏
休
み
三
週
間
位
こ
の

い
な
か
の
家
で
過
ご
し
ま
す
。

ぼ
く
の
き
ら
い
な
虫
が
た
く
山

い
て
、
シ
ャ
ワ
ー
も
な
く
て
、

セ
ミ
と
カ
エ
ル
の
声
が
う
る
さ

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
ぼ
く
は
世

界
一
や
さ
し
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
会
い
た
く
て
こ
の
家
に
行
き

ま
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
七
十
九
才

で
す
が
、
元
気
で
よ
く
働
き
ま

す
。
毎
朝
六
時
に
起
き
て
、﹁
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ね
む
い
で

す
。﹂
と
、
言
い
な
が
ら
よ
ろ

よ
ろ
し
て
い
ま
す
が
、
六
時
半

に
ラ
ジ
オ
を
持
っ
て
う
ら
庭
に

行
き
、
ラ
ジ
オ
体
そ
う
を
始
め

る
と
、
急
に
シ
ャ
ッ
キ
ー
ン
と

元
気
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、

八
時
に
お
じ
さ
ん
の
会
社
に
仕

事
へ
行
き
ま
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
仕
事
に
行

っ
て
い
る
間
、
ぼ
く
と
お
母
さ

ん
と
お
姉
ち
ゃ
ん
は
、
洗
た
く

を
し
た
り
、
宿
題
を
し
た
り
、

買
い
物
を
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
五
時
半
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
帰
っ
て
く
る
の
が
待
ち
遠
し

い
で
す
。
五
時
半
に
な
っ
て
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ノ
ロ
ノ
ロ
運

転
の
車
が
庭
に
入
っ
て
来
る

と
、
マ
メ
が
山
か
ら
吹
っ
飛
ん

で
帰
っ
て
来
て
、
ニ
ャ
ー
ニ
ャ

ー
す
り
寄
り
、
ぼ
く
は
、﹁
お

か
え
り
。﹂
と
言
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
話
し
か
け
ま
す
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
、﹁
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
く
た
く
た
で
す
。﹂
と
、
く

て
っ
と
居
間
に
す
わ
り
ま
す
。

三
十
分
位
休
ん
で
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
頭
に
白
い
三
角
き
ん
を

つ
け
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
ま

た
シ
ャ
ッ
キ
ー
ン
と
な
っ
て
、

雨
戸
を
閉
め
た
り
、
台
所
に
立

っ
た
り
元
気
に
な
り
ま
す
。
ラ

ジ
オ
体
操
と
三
角
き
ん
は
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
を
元
気
に
す
る
ま

法
で
す
。

　

い
つ
も
ぼ
く
を
、
は
ず
か
し

く
な
る
位
ほ
め
て
く
れ
る
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
。
ぼ
く
の
長
い
話
も

最
後
ま
で
聞
い
て
く
れ
る
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
。
働
き
者
の
ス
ー
パ

ー
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
長
生
き
し

て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
10
年
︶
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わ
た
し
は
キ
ャ
ン
プ
が
好
き

で
す
。
7
月
17
日
に
２
は
く
３

日
で
、
お
父
さ
ん
の
会
社
の
人

と
そ
の
家
族
で
キ
ャ
ン
プ
に
行

き
ま
し
た
。
テ
ン
ト
も
た
て
て
、

ね
ぶ
く
ろ
で
ね
ま
し
た
。
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り
、
カ
レ
ー

を
作
っ
た
り
、
ビ
ー
チ
で
泳
い

で
、
遊
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
雨

は
一
度
も
ふ
ら
な
く
て
、
天
気

は
ず
っ
と
晴
れ
で
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
わ
た
し
は
ト

レ
イ
ル
が
一
番
い
ん
し
ょ
う
強

か
っ
た
で
す
。
二
日
目
の
朝
９

時
に
、
ト
レ
イ
ル
に
行
き
ま
し

た
。
お
父
さ
ん
の
会
社
仲
間
が

ト
レ
イ
ル
が
好
き
で
、
キ
ャ
ン

プ
場
の
近
く
の
ト
レ
イ
ル
の
コ

ー
ス
を
案
内
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ト
レ
イ
ル
は
、
足
場
が
少

な
く
て
急
な
し
ゃ
め
ん
が
あ
っ

た
り
、
地
面
が
で
こ
ぼ
こ
で
し

た
。
下
を
向
い
た
ら
木
が
あ
っ

て
、
一
番
下
が
湖
で
し
た
。
足

を
ふ
み
は
ず
し
た
ら
、
き
ず
だ

ら
け
に
な
っ
て
、
ジ
ャ
ッ
ポ
ー

ン
と
湖
に
落
ち
て
し
ま
う
の

で
、
み
ん
な
、
お
そ
る
お
そ
る

歩
い
て
い
ま
し
た
。
10
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
ぐ
ら
い
２
時
間
半
歩
き

つ
づ
け
ま
し
た
。
終
わ
り
が
見

え
た
時
、
も
う
す
ぐ
で
や
っ
と

終
わ
る
と
思
い
、
た
っ
せ
い
感

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
歩
き
終

わ
っ
た
時
は
、
と
っ
て
も
足
の

う
ら
が
い
た
か
っ
た
で
す
。
い

つ
も
家
に
い
て
、
全
ぜ
ん
歩
か

な
い
の
で
、
１
ヵ
月
分
ぐ
ら
い

歩
い
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
の
１
日
目
と
２
日

目
の
夜
に
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
を
し
ま
し
た
。
そ
の
火
で

マ
シ
ュ
マ
ロ
を
や
い
て
、
ス
モ

ア
を
作
り
ま
し
た
。
ス
モ
ア
は
、

ク
ラ
ッ
カ
ー
で
チ
ョ
コ
と
や
い

た
マ
シ
ュ
マ
ロ
を
は
さ
ん
だ
お

か
し
で
す
。
マ
シ
ュ
マ
ロ
を
や

く
と
ト
ロ
ト
ロ
に
な
っ
て
、
と

っ
て
も
お
い
し
い
で
す
。
キ
ャ

ン
プ
に
来
た
時
は
毎
回
必
ず
ス

モ
ア
を
作
っ
て
食
べ
ま
す
。
一

回
目
は
、
早
く
食
べ
た
く
て
、

マ
シ
ュ
マ
ロ
を
火
に
近
づ
け
す

ぎ
て
、
ま
っ
黒
に
こ
げ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
げ
る
と
苦
い
の

で
、
ま
っ
黒
の
ス
モ
ア
を
お
母

さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
二
回
目
は
、
黄
金
色
で
完

ぺ
き
に
や
け
ま
し
た
。
ト
ロ
ト

ロ
し
て
い
て
お
い
し
か
っ
た
で

す
。
食
べ
終
わ
っ
た
時
、
口
の

回
り
に
マ
シ
ュ
マ
ロ
や
チ
ョ
コ

が
付
い
て
少
し
は
ず
か
し
か
っ

た
で
す
。

　

と
っ
て
も
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ

で
し
た
。
ま
た
来
年
の
夏
も
行

き
た
い
で
す
。

　
　
　
　

︵
滞
米
３
年
11
か
月
︶

 ﹁
ラ
ジ
オ
体
そ
う
と

　
　
　

白
い
三
角
き
ん
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I

校
小
４

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑
﨑
　
悠
太

　

ぼ
く
は
、
友
達
を
は
げ
ま
し

た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
、
分

か
り
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
ぼ
く
が
ア
メ
リ
カ
に

来
る
時
に
友
達
は
、﹁
元
気
で

が
ん
ば
っ
て
ね
。﹂
と
は
げ
ま

し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
ぼ

く
は
、
う
れ
し
く
て
、
ま
た
友

達
に
会
い
た
い
な
、
と
思
い
ま

し
た
。

　

は
げ
ま
し
て
も
ら
う
と
元
気

が
出
ま
す
。
だ
か
ら
ぼ
く
も
友

達
が
落
ち
こ
ん
で
い
る
時
は
は

げ
ま
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
５
年
︶

　

中
三
に
な
っ
た
ぼ
く
の
新
し

い
目
標
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
数
Ⅰ
A
を
完
璧
に
す
る

こ
と
と
、
英
語
の
習
得
だ
。

　

ま
ず
、
数
学
に
つ
い
て
。
ぼ

く
の
中
学
で
は
、
中
二
の
三
学

期
か
ら
、
数
Ⅰ
A
が
始
ま
る
。

ぼ
く
は
、
こ
こ
に
来
た
当
時
、

勉
強
を
ろ
く
に
し
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
か
な
り
遅
れ
を
と
っ

て
し
ま
っ
た
。
ま
た
小
学
校
の

頃
か
ら
算
数
は
苦
手
で
、
中
学

受
験
の
時
に
も
と
て
も
苦
し
ん

だ
。
国
語
と
社
会
が
で
き
な
け

れ
ば
ど
う
な
っ
て
い
た
か
分
か

ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
真
剣
に

数
学
に
取
り
組
ん
で
克
服
し
た

い
と
思
う
。

　

次
に
英
語
。
正
直
、
外
国
人

の
友
達
が
欲
し
い
な
ど
と
単
純

な
理
由
に
よ
る
も
の
で
は
な

い
。
英
語
が
で
き
な
い
ま
ま
日

本
に
帰
っ
て
し
ま
い
、
周
り
の

人
に
バ
カ
に
さ
れ
た
ら
、
ぼ
く

の
ハ
ー
ト
は
粉
々
に
な
っ
て
し

ま
う
だ
ろ
う
。
ぼ
く
の
学
校
で

は
、
中
三
で
英
検
二
級
に
合
格

す
る
の
が
当
た
り
前
な
の
で
、

英
検
二
級
し
か
と
れ
ず
に
帰
っ

て
し
ま
う
と
鼻
で
笑
わ
れ
て
し

ま
う
だ
け
で
あ
る
。
本
当
に
怖

 ﹁
夏
休
み
の
思
い
出
作
文
﹂

　
　
　
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
井
　
陽
央
奈

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

　

オ
ハ
イ
オ
パ
イ
ル
へ
か
ぞ
く

で
は
じ
め
て
キ
ャ
ン
プ
に
い
き

ま
し
た
。
し
ぜ
ん
す
べ
り
だ

い
こ
う
え
ん
に
、
た
か
い
い
わ

が
あ
っ
て
、
み
ん
な
が
い
わ
の

う
え
か
ら
、
み
ず
の
な
か
へ
と

び
こ
ん
で
い
ま
し
た
。
ぼ
く
も

い
わ
の
う
え
に
の
ぼ
っ
た
け
れ

ど
、
し
た
を
見
た
ら
と
て
も
こ

わ
か
っ
た
で
す
。
お
に
い
ち
ゃ

ん
が
さ
き
に
と
び
こ
ん
で
、
ぼ

く
に
、﹁
一
、
二
、
三
。﹂
と
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
を
し
ま
し
た
。
ゆ

う
き
を
だ
し
て
、
ぼ
く
も
い
わ

か
ら
ジ
ャ
ン
プ
し
ま
し
た
。

﹁
バ
シ
ャ
ン
！
﹂

と
水
の
な
か
に
お
ち
た
と
き
、

手
が
と
て
も
い
た
か
っ
た
で

す
。
お
に
い
ち
ゃ
ん
が
、﹁
す

ご
か
っ
た
ね
。﹂
と
ほ
め
て
く

れ
ま
し
た
。

　

こ
ん
ど
は
大
き
い
プ
ー
ル
の

た
か
い
と
び
こ
み
だ
い
か
ら
ジ

ャ
ン
プ
し
て
み
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
７
年
︶

「友だちをはげます」
　　　　中部テネシー日本語補習校小５

　　　　　　　　　　　　　　　　杉浦　涼介

﹁
中
三
の
目
標
﹂

　
　
　
　
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
野
　
俊
祐

い
。
英
語
も
で
き
ず
に
バ
カ
に

さ
れ
る
わ
、
自
分
の
こ
と
を
覚

え
て
く
れ
て
る
人
が
お
ら
ず
に

ク
ラ
ス
か
ら
孤
立
す
る
わ
。
想

像
す
る
だ
け
で
最
悪
の
シ
チ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
そ
ん
な

事
態
を
避
け
る
た
め
に
も
、
最

大
限
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
、
今

の
状
況
は
か
な
り
切
羽
詰
ま
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
、
が
ん
ば

ろ
う
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
11
か
月
︶

「一、二、三でジャンプ」
　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小１

　　　　　　　　　　　　　　　木たに　よしや

mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
https://japaneseschool.org
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
菱
沼
省
二
校
長
︶
は
10

日
、﹁
メ
イ
プ
ル
祭
﹂
を
開
催

し
た
。
主
な
演
目
は
、
初
等
部

に
よ
る
発
表
と
中
等
部
に
よ
る

発
表
の
２
つ
。
今
年
度
は
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
保
護
者
や
来
賓
は

ズ
ー
ム
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
鑑

賞
と
な
っ
た
。

　

初
等
部
の
発
表
は
﹁Let’

s 
catch up

﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、

こ
れ
ま
で
で
き
な
か
っ
た
思
い

も
含
め
、
今
後
友
だ
ち
と
し
た

い
こ
と
を
劇
で
表
現
し
た
。
６

年
生
を
中
心
に
３
つ
の
縦
割
り

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
限
ら
れ

た
練
習
時
間
の
な
か
練
習
し
、

幕
間
に
は
６
年
生
に
よ
る
シ
リ

ア
ル
な
内
容
を
コ
ミ
カ
ル
に
映

像
化
す
る
な
ど
、
工
夫
し
て
表

現
し
て
い
た
。
ま
た
、﹁
友
だ

ち
と
し
た
い
こ
と
、
が
ん
ば
り

た
い
こ
と
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
た

英
語
ス
ピ
ー
チ
も
幕
間
の
よ
い

ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
た
。

　

中
等
部
の
発
表
は
﹁ST

E
P

〜
新
し
い
一
歩
〜
﹂
を
テ
ー
マ

と
し
た
劇
が
演
じ
ら
れ
た
。
７

年
生
は
こ
れ
か
ら
の
自
分
た
ち

の
生
活
を
見
直
し
た
劇
、
８
年

生
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
医
療

従
事
者
に
つ
い
て
、
９
年
生
は

社
会
全
体
で
起
こ
っ
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
を
テ
ー
マ
に
し

た
劇
を
行
っ
た
。
幕
間
で
は
Ｎ

Ｊ
校
の
み
ん
な
に
﹁
団
結
・
感

謝
・
健
康
な
生
活
﹂
の
テ
ー
マ

を
動
画
に
し
て
配
信
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
家
庭
科
、
書
写

な
ど
の
学
習
展
示
も
行
わ
れ
、

学
習
の
成
果
が
よ
く
わ
か
る
１

日
に
な
っ
て
い
た
。
子
ど
も
た

ち
は
﹁
映
像
を
フ
ル
活
用
し
て

お
も
し
ろ
か
っ
た
し
、
よ
く
考

え
さ
せ
ら
れ
た
﹂﹁
ズ
ー
ム
で

見
て
い
る
人
に
届
け
る
た
め
頑

張
る
こ
と
が
で
き
た
﹂
な
ど
と

感
想
を
述
べ
て
い
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

︵
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク

リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学
園
長
︶
は

４
日
、
第
４
回
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
﹁
自
由
の
女
神
ア
ー
ト
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
﹂
の
表
彰
式
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。
同
学

園
が
主
催
す
る
こ
の
コ
ン
ク
ー

ル
は
２
０
０
９
年
に
ス
タ
ー
ト

し
、
日
本
語
を
学
ぶ
全
世
界
の

幼
稚
園
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対

象
に
、
絵
画
と
作
文
で
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
表
現
し
て
も
ら
う

も
の
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
﹁
わ

た
し
の
誇
り
﹂。
在
Ｎ
Ｙ
日
本

国
総
領
事
館
と
公
益
法
人
海
外

子
女
教
育
振
興
財
団
の
ほ
か
、

今
回
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
語
検

定
委
員
会
と
平
山
郁
夫
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
美
術
館
の
後
援
も
受
け

て
開
催
さ
れ
た
。

　

応
募
総
数
は
７
０
０
点
ほ
ど

も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
、

ド
イ
ツ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ス

イ
ス
、
中
国
な
ど
か
ら
作
品
が

届
い
た
。厳
正
な
審
査
の
結
果
、

グ
ラ
ン
プ
リ
平
山
郁
夫
大
賞

︵
絵
画
１
点
︶・
グ
ラ
ン
プ
リ
日

本
語
検
定
委
員
会
大
賞
︵
作
文

１
点
︶
を
含
む
、
絵
画
作
品
25

点
、
作
文
20
点
が
選
ば
れ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
表
彰
式
で
は
、
在

Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
の
大
橋
建
男
領

事
部
長
や
、
平
山
郁
夫
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
美
術
館
理
事
長
の
平
山

廉
氏
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

受
賞
作
品
は
同
学
園
Ｎ
Ｊ

キ
ャ
ン
パ
ス
の
育
英
ギ
ャ
ラ

リ

ー

に

展

示

さ

れ
、

学

園

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト
︵https://

ja
p

a
n

esesch
o

o
l.o

rg
/

top
ics/trien

n
ial_art_

essay_contest/

︶

に

て

公

開
さ
れ
て
い
る
。
次
回
第
５
回

開
催
は
22
年
度
を
予
定
し
て
い

る
。

絵
画
部
門
グ
ラ
ン
プ
リ

自
由
の
女
神
　
平
山
郁
男
大
賞

﹁
ピ
ア
ノ
だ
い
す
き
﹂

菅
原
ノ
ヴ
ァ
︵
小
１
︶

審
査
す
る
平
山
郁
夫
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

美
術
館
の
平
山
美
知
子
館
長

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
相
澤
順
校
長
︶
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
４
月
よ
り
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
続
け
て
き
た
。

９
月
３
日
か
ら
学
年
別
に
２
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
１
日
お
き

に
分
散
登
校
で
学
校
を
再
開
、

10
月
２
日
か
ら
は
毎
週
金
曜
日

に
児
童
生
徒
全
員
に
よ
る
一
斉

登
校
を
開
始
し
た
。
半
年
ぶ
り

に
子
供
た
ち
の
声
が
校
舎
に
戻

り
、
学
校
が
子
供
た
ち
の
笑
顔

や
明
る
さ
、
活
気
で
包
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。　

　

登
校
し
て
の
対
面
に
よ
る
授

業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
授
業

を
交
互
に
行
う
、
い
わ
ゆ
る
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
授
業
に
教
師
は
工

夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
取
り
組

み
、
今
で
は
多
く
の
子
供
た
ち

が
こ
の
授
業
形
態
に
慣
れ
親
し

ん
で
い
る
。

　

学
校
を
再
開
し
て
か
ら
は
コ

ロ
ナ
の
感
染
予
防
対
策
に
も
配

慮
を
要
し
て
い
る
。
子
供
た
ち

は
、
家
を
出
る
前
に
保
護
者
の

協
力
を
得
な
が
ら
健
康
観
察
を

行
い
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
車
前

か
ら
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
登
校

後
も
検
温
に
始
ま
り
、
こ
ま
め

に
手
洗
い
、
消
毒
を
行
っ
て
い

る
。
教
職
員
も
登
校
前
や
休
み

時
間
な
ど
に
、
子
供
た
ち
が
良

く
触
れ
る
箇
所
、
机
や
イ
ス
、

ド
ア
ノ
ブ
や
手
す
り
な
ど
を
消

毒
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
シ
ン
グ
に
気
を
配
っ
て
い

る
。
ま
さ
に
、
子
供
た
ち
、
保

護
者
、
教
職
員
が
協
力
し
三
位

一
体
と
な
っ
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

授
業
の
充
実
と
コ
ロ
ナ
感
染
予

防
対
策
に
努
め
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
運
動
会
や

ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な

ど
子
供
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て

い
た
行
事
の
多
く
が
中
止
と
な

っ
て
い
る
が
、
子
供
た
ち
は
前

を
向
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
対

面
で
も
、
日
々
の
授
業
や
活
動

を
大
切
に
し
て
、
意
欲
や
喜
び

を
も
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
ず
元
気
に

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
授
業
を
開
始

ＮＹ日本人学校

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

メ
イ
プ
ル
祭
開
催

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
で
表
彰
式

ア
ー
ト
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

世
界
中
か
ら
７
０
０
点
応
募

mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://japaneseschool.org/topics/triennial_art_essay_contest/
http://starchildny.com
http://shidogakuin.com
tel:2122136069
https://jp.lyceumkennedy.org/
https://satoricollegeplanning.com/
http://www.betteratmath.com
http://www.jwsny.org
http://www.gwjs.org
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長
野
を
代
表
す
る
観
光
名
所

で
、
本
堂
が
国
宝
に
指
定
さ
れ

て
い
る
善
光
寺
。
江
戸
時
代
か

ら
人
々
の
間
で
﹁
遠
く
と
も
一

度
は
参
れ
善
光
寺
﹂
と
語
り
継

が
れ
、
一
生
に
１
度
お
参
り
す

る
だ
け
で
極
楽
往
生
が
叶
う
と

い
わ
れ
て
い
る
お
寺
だ
。
そ
ん

な
善
光
寺
は
、
ま
だ
仏
教
の
宗

派
が
で
き
る
前
︵
約
１
４
０
０

年
前
︶
に
開
山
さ
れ
て
い
る
た

め
、
ど
こ
の
宗
派
に
も
属
さ
な

い
無
宗
派
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
誰
で
も
お
参
り
で
き
る
門

戸
の
開
か
れ
た
お
寺
と
し
て
古

く
か
ら
広
く
人
々
の
信
仰
を
集

め
て
き
た
。
日
本
最
古
の
仏
像

と
い
わ
れ
る
一
光
三
尊
阿
弥
陀

如
来
︵
い
っ
こ
う
さ
ん
ぞ
ん
あ

み
だ
に
ょ
ら
い
︶
を
本
尊
と
し

て
ご
利
益
が
多
い
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
今
年

は
と
も
か
く
例
年
だ
と
年
間

６
０
０
万
人
以
上
が
参
拝
す
る

の
だ
と
い
う
。

　

仁
王
門
を
抜
け
て
に
ぎ
や
か

な
仲
見
世
通
り
を
過
ぎ
る
と
、

大
き
な
山
門
が
見
え
て
く
る
。

手
水
で
清
め
て
お
参
り
を
し
て

か
ら
靴
を
脱
ぎ
１
５
２
畳
あ
る

本
堂
に
座
っ
て
心
を
鎮
め
、
金

色
に
輝
く
来
迎
二
十
五
菩
薩
像

や
、
優
し
い
お
顔
を
し
た
地
蔵

菩
薩
・
弥
勒
菩
薩
を
眺
め
た
。

見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
こ
こ

に
あ
る
瑠
璃
壇
の
最
奥
に
御
本

尊
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

ぜ
ひ
体
験
し
た
い
の
が
﹁
お
戒

壇
巡
り
﹂
だ
。
瑠
璃
壇
の
脇
か

ら
地
下
へ
と
続
く
急
な
階
段
が

あ
り
、
瑠
璃
壇
の
床
下
に
あ
る

真
っ
暗
な
回
廊
を
手
探
り
で
歩

き
、
戻
っ
て
く
る
と
生
ま
れ
変

わ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も

の
で
、
死
の
疑
似
体
験
な
ん
だ

と
か
。
階
段
を
下
り
て
２
〜
３

メ
ー
ト
ル
も
進
め
ば
完
全
に
光

が
遮
断
さ
れ
て
何
も
見
え
ず
、

暗
さ
に
目
が
慣
れ
る
こ
と
も
な

く
、
と
に
か
く
壁
づ
た
い
に
触

れ
た
指
だ
け
を
頼
り
に
進
む
。

あ
ま
り
の
漆
黒
の
闇
に
心
臓
が

ド
キ
ド
キ
し
て
く
る
。
後
か
ら

入
っ
て
き
た
女
性
が
私
の
背
中

に
少
し
触
れ
て
い
る
が
、
こ
の

暗
闇
に
果
敢
に
立
ち
向
か
っ
て

い
る
と
い
う
連
帯
感
か
ら
か
、

そ
れ
が
ち
っ
と
も
嫌
で
な
か
っ

た
く
ら
い
だ
。

　

こ
の
回
廊
の
醍
醐
味
は
、
途

中
に
仏
具
の
独
鈷
︵
と
っ
こ
︶

の
形
を
し
た
﹁
極
楽
の
錠
前
﹂

が
あ
り
、
こ
れ
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
晴
れ
て
極
楽
往
生

が
約
束
さ
れ
る
と
い
う
も
の
。

暗
闇
の
恐
怖
に
打
ち
勝
ち
何
が

何
で
も
錠
前
に
触
れ
る
ぞ
と
意

気
込
ん
で
い
た
の
だ
が
、
と
に

か
く
こ
の
闇
か
ら
１
秒
で
も
早

く
抜
け
出
し
た
い
気
分
で
す
っ

か
り
忘
れ
て
出
口
に
た
ど
り
着

い
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
で
は
極

楽
へ
は
行
け
な
い
じ
ゃ
な
い

か
。
係
員
に
も
う
一
度
入
っ
て

い
い
か
を
確
認
し
て
２
度
目
の

挑
戦
で
無
事
に
錠
前
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
た
。
私
の
前
に
い

た
若
い
カ
ッ
プ
ル
が
﹁
こ
こ
に

あ
る
ぞ
﹂
と
錠
前
を
ガ
チ
ャ
ガ

チ
ャ
さ
せ
て
い
た
の
が
大
き
な

助
け
と
な
っ
た
の
だ
が
。
回
廊

の
長
さ
は
45
メ
ー
ト
ル
、
壁
が

円
を
描
く
よ
う
に
丸
い
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
り
、
ど
の
方
向
に
進

む
べ
き
か
わ
か
ら
な
い
の
で
想

像
以
上
に
長
く
感
じ
、
こ
の
ま

ま
明
る
い
場
所
に
戻
れ
な
い
の

で
は
な
い
か
と
不
安
が
こ
み
上

げ
て
く
る
。
自
分
を
試
す
試
練

と
し
て
、
暗
闇
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
と
し
て
、
そ
し
て
極

楽
往
生
の
た
め
、
お
戒
壇
巡
り

は
お
す
す
め
す
る
。

　

お
戒
壇
巡
り
の
緊
張
か
ら
解

放
さ
れ
た
ら
お
腹
が
す
い
て
き

た
の
で
、
善
光
寺
を
出
て
信
州

グ
ル
メ
が
揃
う
仲
見
世
に
戻

る
。
山
門
周
辺
の
蕎
麦
屋
で
手

打
ち
そ
ば
を
食
べ
て
か
ら
、
信

州
土
産
の
定
番
と
も
言
え
る
七

味
唐
辛
子
の
老
舗
﹁
八
幡
屋
礒

五
郎
﹂
の
本
店
で
レ
ト
ロ
な
パ

ッ
ケ
ー
ジ
の
商
品
を
選
ん
だ

り
、
野
沢
菜
や
切
り
干
し
大
根

な
ど
が
入
っ
た
焼
き
た
て
ア
ツ

ア
ツ
の
お
や
き
、
味
噌
風
味
の

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
歩
い

た
。
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
に
七
味

唐
辛
子
を
少
し
か
け
る
と
と
て

も
お
い
し
い
こ
と
も
学
ん
だ
。

　

さ
て
、﹁
牛
に
引
か
れ
て
善

光
寺
参
り
﹂
と
い
う
民
話
を
ご

存
知
だ
ろ
う
か
。︻
む
か
し
、

欲
深
く
て
信
心
の
な
い
お
ば
あ

さ
ん
が
い
た
。
あ
る
日
、
川
で

布
を
さ
ら
し
て
い
る
と
ど
こ
か

ら
か
現
れ
た
牛
が
そ
の
布
を
角

に
引
っ
掛
け
て
走
り
去
っ
て
し

ま
っ
た
。
慌
て
た
お
ば
あ
さ
ん

は
牛
を
追
い
か
け
、
走
り
に
走

っ
て
善
光
寺
に
た
ど
り
着
い

た
。
と
こ
ろ
が
牛
の
姿
を
見
失

い
、
日
も
暮
れ
た
の
で
仕
方
な

く
善
光
寺
の
本
堂
で
夜
を
明
か

す
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
そ
の

夜
、
夢
枕
に
如
来
様
が
立
ち
不

信
心
を
諭
し
た
。
翌
朝
目
覚
め

た
お
ば
あ
さ
ん
は
今
ま
で
の
行

い
を
悔
い
て
信
心
深
く
な
り
、

そ
の
後
た
び
た
び
善
光
寺
を
参

拝
し
た
た
め
、
つ
い
に
極
楽
往

生
を
遂
げ
た
︼
と
い
う
も
の
。

﹁
思
い
が
け
な
い
縁
が
き
っ
か

け
で
今
ま
で
と
は
違
う
方
向
に

導
か
れ
、
そ
れ
が
良
い
結
果
へ

と
繋
が
る
﹂
と
い
う
意
味
が
あ

る
。
そ
ん
な
物
語
が
生
ま
れ
た

善
光
寺
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
そ

の
奥
深
さ
に
魅
了
さ
れ
る
場
所

だ
。
後
で
考
え
た
ら
、
善
光
寺

参
り
を
し
た
あ
の
時
が
人
生
の

分
岐
点
だ
っ
た
、
と
思
う
こ
と

も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

ま
た
、
善
光
寺
で
は
７
年
に

一
度
、
御
本
尊
の
分
身
で
あ
る

前
立
本
尊
の
御
開
帳
が
行
わ

れ
、
こ
の
時
に
本
堂
前
に
ご
本

尊
と
の
縁
を
結
ぶ﹁
回
向
柱︵
え

こ
う
ば
し
ら
︶﹂
と
呼
ば
れ
る

巨
大
な
木
の
柱
が
立
つ
。
こ
れ

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
前

立
本
尊
に
触
れ
た
と
同
じ
ご
利

益
が
あ
る
と
い
う
。
次
回
の
御

開
帳
は
本
来
な
ら
来
年
４
月
の

予
定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
延

期
さ
れ
、
２
０
２
２
年
４
月
か

ら
５
月
ま
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
御
開
帳

の
延
期
は
現
本
堂
が
建
立
さ
れ

た
１
７
０
７
年
以
降
、
初
め
て

の
こ
と
だ
。
い
ま
は
日
本
に
里

帰
り
し
て
も
な
か
な
か
国
内
旅

行
を
楽
し
め
る
雰
囲
気
で
は
な

い
が
、
い
つ
か
こ
の
世
界
規
模

の
危
機
が
終
わ
っ
た
ら
、
一
生

に
１
度
の
機
会
だ
と
思
っ
て
、

善
光
寺
を
訪
ね
て
み
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

︵
本
紙
／
高
田
由
起
子
︶

長
野
県
長
野
市　

善
光
寺

﹁
遠
く
と
も
一
度
は
参
れ
善
光
寺
﹂
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京
都
に
は
東
山
三
十
六
峰

と
い
う
京
都
盆
地
の
東
部
を

区
切
る
南
北
12
キ
ロ
に
お
よ

ぶ
36
の
山
々
が
あ
り
、
そ
の

一
つ
で
あ
る
瓜
生
山
に
向
か

う
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
コ
ー
ス

が
北
白
川
か
ら
続
い
て
い
ま

す
。
比
較
的
楽
な
山
道
で
す

が
、
都
会
の
喧
騒
か
ら
離
れ

た
自
然
豊
か
な
環
境
で
、
鳥

の
鳴
き
声
や
時
々
上
か
ら
ど

ん
ぐ
り
が
バ
ラ
バ
ラ
と
落
ち

て
き
ま
す
。
こ
の
山
中
に
、

白
川
石
と
呼
ば
れ
る
大
き
な

花
崗
岩
が
あ
り
、
そ
の
前
が

窪
地
の
広
場
と
な
っ
て
い
て
、

﹁
白
幽
子
︵
は
く
ゆ
う
し
︶
巌

居
の
蹟
﹂
と
い
う
石
碑
が
立

っ
て
い
ま
す
。
白
幽
子
は
、

戦
国
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時

代
初
期
に
こ
こ
で
仙
人
の
よ

う
な
生
活
を
し
て
お
り
、
詩

仙
堂
を
建
て
た
石
川
丈
山
の

甥
で
、
実
在
の
人
で
し
た
。

臨
済
禅
中
興
の
祖
と
い
わ
れ

る
白
隠
禅
師
が
病
に
苦
し
み
、

白
川
山
中
の
白
幽
子
を
訪
ね

た
際
、﹁
内
観
の
法
﹂
と
い
う

健
康
術
︵
精
神
療
法
︶
を
授

か
り
、
病
が
治
癒
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
石
碑
は
、

冨
岡
鉄
斎
の
筆
に
な
る
も
の

で
、
明
治
39
︵
１
９
０
６
︶

年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
明
治
末
期
に
隠
者

白
幽
子
の
徳
を
偲
ん
で
、
こ

の
洞
窟
に
一
時
住
ん
だ
こ
と

が
あ
る
人
が
い
ま
す
。
そ
れ

が
徳
弘
太
ム
︵
ム
の
字
は
、

舞
の
脚
の
部
分
が
林
︶
で
、

太
ム
は
、
こ
の
洞
窟
付
近
一

帯
の
山
林
を
購
入
し
、
真
如

堂
の
近
く
で
無
縁
仏
と
な
っ

て
い
た
太
ム
の
墓
を
自
宅
に

引
き
取
っ
て
安
置
し
、
生
涯

守
り
続
け
た
そ
う
で
す
。
太

ム
は
高
知
市
の
生
ま
れ
で
、

晩
年
京
都
に
隠
棲
し
、
学
問

風
流
に
親
し
み
ま
し
た
。
中

で
も
一
弦
琴
の
普
及
に
努
め
、

洞
窟
に
住
ん
で
い
た
心
境
を

う
た
い
上
げ
た
﹃
泊
仙
操
︵
は

く
せ
ん
そ
う
︶﹄
は
、
25
分
の

間
に
春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
に

鳥
の
声
、
水
の
音
、
虫
の
声
、

枯
れ
葉
の
舞
い
散
る
さ
ま
を

手
事
で
描
写
し
、
世
の
輪
廻

を
う
た
っ
た
名
曲
で
す
。

　

一
弦
琴
は
、
一
枚
の
板
に

一
本
の
弦
を
張
っ
た
だ
け
の

単
純
な
楽
器
で
、
本
格
的
な

共
鳴
装
置
を
持
た
な
い
た
め

音
量
が
小
さ
く
、
清
華
で
素

朴
な
音
を
発
し
ま
す
。
そ
の

由
来
に
つ
い
て
は
、
在
原
行

平
が
須
磨
に
流
罪
に
な
っ
た

折
、
庇
の
板
を
も
っ
て
こ
れ

を
作
っ
た
と
い
う
俗
説
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
形
状
は
中

国
の
琴
に
由
来
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
日
の
一
弦
琴
は
、
江
戸

時
代
に
河
内
︵
大
阪
府
東
部
︶

の
金
剛
輪
寺
の
僧
覚
峰
が
世

に
広
め
た
の
が
初
め
と
さ
れ
、

幕
末
に
大
阪
で
真
鍋
豊
平
が

新
曲
を
多
く
発
表
し
、
京
・

大
阪
を
中
心
に
隆
盛
を
み
ま

し
た
。
勤
王
の
志
士
た
ち
が

一
弦
琴
の
稽
古
に
こ
と
よ
せ

て
討
幕
の
密
儀
を
交
わ
し
て

い
た
こ
と
は
有
名
な
話
で
す
。

現
在
は
、
東
京
、
高
知
、
京

都
、
兵
庫
、
神
奈
川
な
ど

で
伝
承
が
な
さ
れ
て
お
り
、

１
９
５
７
年
に
は
文
化
財
保

護
法
に
基
づ
く
﹁
記
録
作
成

等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形

文
化
財
﹂
に
選
定
さ
れ
ま
し

た
。
先
日
、白
幽
子
巌
居
蹟
で
、

清
虚
洞
一
弦
琴
・
宗
家
四
代

︵
徳
弘
太
ム
の
玄
孫
︶
の
峯
岸

一
水
さ
ん
に
よ
る
記
録
撮
影

の
た
め
の
演
奏
会
が
あ
り
、

参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
深

山
の
静
寂
の
地
で
奏
で
ら
れ

る
一
弦
琴
の
音
色
は
、
格
別

な
も
の
で
し
た
。
こ
う
し
た

伝
統
文
化
が
着
実
に
後
世
に

継
承
・
発
展
さ
れ
る
こ
と
は

重
要
な
こ
と
だ
と
再
認
識
し

た
次
第
で
す
。
な
お
、
一
弦

琴
は
、
浜
松
市
楽
器
博
物
館
、

民
音
音
楽
博
物
館
︵
東
京
都

新
宿
区
︶、
高
井
鴻
山
記
念
館

︵
長
野
県
小
布
施
町
︶
な
ど
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

︵
文
・
栗
原
祐
司
／
京
都
国

立
博
物
館
副
館
長
︶

一弦琴
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昨
年
末
か
ら
起
き
て
い
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

は
、
歴
史
年
表
に
大
き
く
書
か

れ
る
出
来
事
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
だ
ま
だ
過
去
の
こ
と
と

は
言
え
ま
せ
ん
が
、
こ
の
１
年

足
ら
ず
の
間
に
私
た
ち
は
多
く

の
こ
と
を
体
験
し
、
多
く
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
を
ど

の
よ
う
に
記
録
し
、
ど
の
よ
う

に
伝
え
て
い
く
か
は
大
切
な
こ

と
で
す
。
も
っ
と
も
、
そ
の
前

に
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
こ
の

状
況
を
生
き
延
び
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
。

　

あ
る
補
習
授
業
校
の
高
校
生

た
ち
は
、﹁
私
と
コ
ロ
ナ
﹂
と

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
で

在
宅
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
間
ど

の
よ
う
に
過
ご
し
た
か
を
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を

使
っ
て
報
告
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。
さ
す
が
に
ア
メ
リ
カ
の

高
校
生
な
の
で
プ
レ
ゼ
ン
に
は

慣
れ
て
い
て
、
映
像
も
上
手
に

使
っ
た
力
作
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
高
校
生
た
ち
は
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
長
い
時

間
を
費
や
し
て
い
る
か
と
思
い

き
や
、
体
力
づ
く
り
、
も
の
づ

く
り
、
家
事
に
挑
戦
な
ど
、
意

外
に
生
産
的
な
活
動
を
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
一

人
で
過
ご
し
た
様
子
を
み
ん
な

に
見
て
も
ら
う
こ
と
で
気
持
ち

が
解
放
さ
れ
る
と
い
う
効
果
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の

作
品
は
、
突
然
に
訪
れ
た
ウ
ィ

ル
ス
の
脅
威
の
中
で
高
校
生
が

何
を
考
え
、
ど
ん
な
行
動
を
と

っ
た
か
を
物
語
る
貴
重
な
記
録

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
こ
の
テ
ー
マ
に

取
り
組
ま
せ
た
先
生
の
ア
イ
デ

ア
は
、
ま
さ
に
ピ
ン
チ
を
チ
ャ

ン
ス
に
変
え
た
も
の
と
言
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
11
月
、
こ
の
混
乱
の
な

か
で
大
統
領
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す
。
以
前
私
が
勤
め
て
い
た
ア

メ
リ
カ
の
公
立
小
学
校
で
は
、

大
統
領
選
挙
の
時
に
は
生
徒
た

ち
が
模
擬
投
票
を
す
る
の
が
恒

例
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
小
学

生
な
の
で
討
論
と
い
う
と
こ
ろ

ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
ど
ち

ら
の
候
補
が
よ
い
か
で
言
い
争

う
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
対
策
な
ど
生
活
に
直
結
す

る
差
し
迫
っ
た
争
点
で
戦
わ
れ

る
今
年
の
選
挙
は
、
子
ど
も
た

ち
の
間
で
も
熱
い
関
心
を
呼
ん

で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
は
﹁
わ
か
り
ま
せ

ん
﹂
や
﹁
お
任
せ
し
ま
す
﹂
で

は
な
く
、
自
分
な
り
に
考
え
て

選
択
を
し
、
そ
れ
を
表
明
す
る

と
い
う
民
主
主
義
を
支
え
る
基

本
の
姿
勢
を
学
ん
で
い
る
の
で

す
。

　

日
本
で
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

い
う
大
き
な
課
題
を
抱
え
る
な

か
で
東
京
都
知
事
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
京
都

の
学
校
で
子
ど
も
た
ち
が
実
際

の
候
補
者
の
名
前
で
模
擬
選
挙

を
や
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る

で
し
ょ
う
か
。
都
知
事
の
政
策

は
子
ど
も
た
ち
の
生
活
に
も
直

接
影
響
が
あ
る
の
に
、
こ
の
選

挙
の
大
切
さ
を
し
っ
か
り
意
識

さ
せ
る
よ
う
な
教
育
は
行
わ
れ

て
い
な
い
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

　

日
本
で
は
選
挙
権
を
18
歳
に

引
き
下
げ
た
も
の
の
若
者
た
ち

の
政
治
へ
の
関
心
が
薄
く
、
投

票
率
が
低
い
の
が
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
政
治
と
自
分
た
ち

と
の
関
係
を
ど
う
教
え
る
か
は

大
き
な
課
題
で
す
。
大
統
領
選

挙
の
時
期
に
ア
メ
リ
カ
で
生
活

し
、
ア
メ
リ
カ
の
人
々
の
選
挙

と
の
か
か
わ
り
方
を
目
の
当
た

り
に
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
そ

の
経
験
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
て

伝
え
て
く
れ
る
こ
と
は
、
日
本

の
将
来
の
た
め
に
た
い
へ
ん
有

益
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

図
ら
ず
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い

の
最
前
線
と
な
り
ま
し
た
。
大

統
領
選
挙
は
い
ま
ま
で
の
ど
の

選
挙
と
も
ち
が
っ
た
様
相
を
呈

し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
、
こ

れ
か
ら
歴
史
の
中
で
重
大
な
事

件
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
こ
の
と
き
に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
生
活
を
し
て
お
ら
れ
る

み
な
さ
ま
が
、
こ
の
特
別
な
経

験
を
い
ろ
い
ろ
な
形
で
記
録
・

記
憶
に
と
ど
め
、
伝
え
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

この体験をどう伝えるか
海外子女教育振興財団

佐々信行 教育相談員

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
︵
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学

園
長 

︶
の
幼
児
部
︵
在
籍
数

60
人
︶
は
６
日
か
ら
８
日
ま
で

の
３
日
間
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
カ
ボ
チ
ャ
狩
り
を

行
っ
た
。
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を

背
負
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
着
く
と
、
い
つ
も
の

見
慣
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
カ
ボ

チ
ャ
畑
に
な
っ
て
い
て
、
子
ど

も
た
ち
は
驚
き
の
表
情
と
共
に

歓
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

　

カ
ボ
チ
ャ
め
が
け
て
走
る
子

ど
も
の
表
情
は
生
き
生
き
と
輝

き
、
選
ん
だ
カ
ボ
チ
ャ
を
持
ち

上
げ
る
と
、
思
っ
た
以
上
に
重

く
て
驚
い
て
い
た
。
そ
の
後
、

保
育
者
に
よ
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ

ー
・
ラ
ン
タ
ン
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
子

ど
も
た
ち
は
、
く
り
抜
か
れ
た

カ
ボ
チ
ャ
に
手
を
入
れ
て
た
ね

や
わ
た
を
取
り
出
し
、
感
触
を

楽
し
ん
だ
。
秋
の
遠
足
と
し
て

Secor F
arm

s 

︵M
ahw

ah, 
N

J

︶
を
訪
れ
る
予
定
で
あ
っ

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な

っ
て
い
た
。
そ
れ
で
もSecor 

Farm
s

の
協
力
で
大
好
き
な

学
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
カ
ボ
チ

ャ
狩
り
を
楽
し
み
、
印
象
深
い

ひ
と
時
と
な
っ
た
。
後
日
、
子

ど
も
た
ち
は
カ
ボ
チ
ャ
に
顔
や

飾
り
を
つ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
個

性
あ
ふ
れ
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
ー
・

ラ
ン
タ
ン
作
り
を
楽
し
ん
だ
。

　

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
Ｎ
Ｊ
キ
ャ
ン

パ
ス
︵
サ
タ
デ
ー
・
サ
ン
デ
ー

補
習
校
部
門
︶
11
月
８
日
︵
日
︶

と
15
日
︵
日
︶
の
両
日
と
も
に

午
前
10
時
30
分
か
ら
、
幼
児
部
・

小
学
部
対
象
の
無
料
体
験
・
見

学
会
を
実
施
す
る
。
幼
児
部
は

日
本
語
で
の
保
育
体
験
、
小
学

部
は
理
科
の
実
験
を
体
験
す

る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
で
は
同

学
園
が
行
っ
て
い
る
感
染
予
防

対
策
な
ど
を
見
学
で
き
る
。
対

象
年
齢
は
２
０
２
１
年
度
の
年

中
か
ら
20
年
度
の
小
学
６
年
生

ま
で
︵
08
年
４
月
２
日
〜
17
年

４
月
１
日
生
ま
れ
︶。

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
事

前

予

約
。

定

員

各

５

人

程

度
︵

先

着

順

︶。

問

い

合

わ

せ
・

申

し

込

み

は

電

話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
、

ま
た
は
参
加
す
る
子
ど
も
の

氏
名
・
人
数
・
当
日
の
連
絡

先
を
明
記
し
Ｅ
メ
ー
ルSatnj.

nyikuei@
gm

ail.com

ま
で
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
フ
レ

ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
た
ん
ぽ
ぽ
幼

稚
園
︵
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
河
野

茂
︶
は
８
日
、
施
設
隣
に
あ
る

リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
で
運
動

会
を
行
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
５

月
か
ら
延
期
と
な
っ
て
い
た

が
、
９
月
８
日
か
ら
の
対
面
保

育
開
始
に
伴
い
実
施
が
決
定
し

た
。
運
動
会
実
施
決
定
の
報
を

聞
い
た
園
児
た
ち
は
﹁
う
れ
し

い
。
か
け
っ
こ
大
好
き
。
今
か

ら
す
ご
く
楽
し
み
﹂﹁
練
習
を

一
生
懸
命
頑
張
る
﹂
と
感
嘆
の

声
を
上
げ
た
。
園
児
た
ち
は
そ

の
日
か
ら
練
習
を
重
ね
、
来
た

る
本
番
に
備
え
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
絶
好

の
運
動
会
日
和
。
感
染
症
対
策

に
配
慮
し
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
保
ち
、
マ
ス
ク
を
着

用
し
て
の
競
技
と
な
っ
た

フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー

幼
稚
部
で
運
動
会

無
料
体
験
と
見
学
会

11
月
８
日
と
15
日

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
で

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
カ
ボ
チ
ャ
畑
に

育
英
学
園
の
幼
児
部

http://www.joes.or.jp
mailto:sodanjigyo@joes.or.jp
mailto:Satnj.nyikuei@gmail.com
https://goshikiprinting.com/



